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　　柳沢遺跡 銅戈・銅鐸 現地説明会　

今月の合冊

　  10月27日㈪午前10時　緊急地震速報の試験・訓練放送を実施します。お間違えのないように！

平成19年度  
      決算の概要　  ………２ 農業委員会だより

働く婦人の家だより

ちょうげんぼう

文化なかの

……………１～６

……………１～２

……………１～２

……………１～６



平成20年10月号３ 平成20年10月号 ２

一般会計

①市民一人ひとりに開かれた
　住民参加と協働のまちづくり
○地域情報基盤整備事業＜情報基盤を整備＞・・・
　・・・・・・・・・・・・　５億１，８６３万円
○消防施設整備事業＜防火貯水槽の新設や小型動力
ポンプの更新など＞・・・・・　３，０６８万円

②思いやりと地域の連帯で支える
　健康福祉のまちづくり
○障害者在宅福祉事業＜在宅障害児（者）の社会参
加の促進と生活の安定を図るための各種事業〉・
　・・・・・・・・・・・・　２億５，３５１万円
○健康増進健康診査事業＜生活習慣病の早期発見、
早期治療及び予防意識を図るため、各種健（検）
診を実施＞・・・・・・・　１億２，９２９万円

③子どもの元気をふるさとの未来につなげる
　街づくり
○乳幼児医療費給付事業＜就学前乳幼児の医療費の
給付など＞・・・・・・・・・　７，１４８万円
○児童クラブ施設整備事業＜児童クラブ施設整備＞
　・・・・・・・・・・・・・・　３，３１８万円

④地球環境との共生と豊かな心の人間社会づくり
○環境衛生事業＜廃棄物の処理体制の徹底など＞・
　・・・・・・・・・・・・・・　１，２３８万円
○ごみ減量化・再資源化事業＜分別の徹底を図り、
ごみの減量化と再資源化の推進など＞・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・　２，１２６万円

⑤産業が連携し、新しい価値を生み出すまちづくり
○売れる農業推進事業＜市内の農産物・特産物の消
費拡大推進など＞・・・・・・　１，３４７万円

○人形の里づくり事業＜巡り逢いの丘整備事業など＞
　・・・・・・・・・・・・・・　２，０６８万円

⑥地域が育て地域が守る教育と文化のまちづくり
○学校給食センター改築事業＜平成18年度に引き続
き、南部学校給食センターの建設工事＞・・・・

　・・・・・・・・・・・・　３億８，２３５万円
○小・中学校管理運営事業＜児童・生徒の健全育成
を推進するための教育環境の充実など＞・・・・

　・・・・・・・・・・・・　２億２，７９７万円

⑦安全・快適で機能的な都市基盤づくり
○幹線道路整備事業＜幹線道路の新設及び拡幅改良
工事の実施＞・・・・・・　１億８，９８７万円

○道路維持事業費＜道路の破損箇所等の修繕工事の
実施＞・・・・・・・・・・・　７，４０５万円

10
月
20
日
に
し
ゅ
ん
工
し
た

巡
り
逢
い
の
丘

植木の剪定・冬囲い・片付け・運搬・襖、障子の張
替え・表装・ペンキ塗り・大工仕事・左官仕事・植
木の消毒 

   技能業務 
 

 

注）国民健康保険事業及び老人保健医療事業に係る歳入歳出決算不足額につい
　　ては、翌年度歳入から繰上充用をして補てんしています。

会　　　計　　　名 歳入決算額 歳出決算額
一　　般　　会　　計 178 億 1,906 175 億 2,619

特別会計

国民健康保険事業 49 億 2,181 50 億 1,551
老人保健医療事業 38 億 1,944 38 億 4,016
介護保険事業 27 億 7,410 27 億 3,130
社会就労センター事業 9,704 9,703
住宅改修資金貸付事業 1,041 806
倭財産区事業 301 244
永田財産区事業 86 78
中野財産区事業 1,225 1,182
情報通信施設事業 6,694 6,402
下水道事業 26 億 9,212 26 億 7,473
農業集落排水事業 5 億 6,246 5 億 5,691

小　　　計 149 億 6,044 150 億 0,276
 企業会計 水道事業（収益的収支） 9 億 8,677 9 億 2,670

総　　　　　計 337 億 6,627 334 億 5,565

平成 19 年度会計別決算額　　　　　　　　 　　単位：万円

　

平
成
十
九
年
度
の
国
内
経
済

は
、
企
業
部
門
の
底
堅
さ
が
持
続

し
、
景
気
は
、
一
部
に
弱
さ
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
穏
や
か
な
足
取

り
の
回
復
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
、
「
平
成
十
九
年

度
の
経
済
見
通
し
と
経
済
財
政
運

営
の
基
本
的
態
度
」
の
中
で
、

『｢

成
長
な
く
し
て
日
本
の
未
来

な
し｣

の
理
念
の
も
と
、
「
戦
後

レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
新
た
な
船
出
」

を
行
う
た
め
、
平
成
十
九
年
度
か

ら
今
後
五
年
間
で
、
「
新
成
長

経
済
へ
の
移
行
期
」
を
完
了
す

る
。
』
と
し
、
ま
ず
、
初
年
度
で

あ
る
平
成
十
九
年
度
に
お
い
て

は
、
国
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た

め
、
成
長
力
強
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
、
強
力
に
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
六
月
に
閣
議
決

定
し
た
、
「
経
済
財
政
改
革
の
基

本
方
針
２
０
０
７
」
に
基
づ
き
、

政
策
運
営
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

当
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
中
、
予
定
し
た
事
業
を
順
調
に

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
面
に
お
い
て

は
、
税
源
移
譲
や
定
率
減
税
廃
止

に
よ
る
市
税
の
増
収
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
方
で
所
得
譲
与
税
は
皆

減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
及
び
市
町
村
合
併

推
進
体
制
整
備
費
補
助
金
を
活
用

し
た
事
業
の
実
施
に
よ
る
、
国
庫

補
助
金
及
び
市
債
の
増
、
ご
み
処

理
の
有
料
化
に
伴
う
一
般
廃
棄
物

処
理
手
数
料
の
増
、
新
幹
線
関
連

用
地
と
し
て
、
土
地
を
売
却
し
た

こ
と
に
よ
る
、
財
産
収
入
の
増
な

ど
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
財
源
の
確
保
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
及
び
、
市
町
村
合
併
推
進
体

制
整
備
費
補
助
金
、
あ
る
い
は
合

併
特
例
債
な
ど
の
有
利
な
特
定
財

源
を
活
用
し
た
事
業
の
推
進
に
よ

る
事
業
費
の
増
、
ま
た
、
児
童
福

祉
費
や
障
害
者
福
祉
費
の
社
会
保

障
に
係
る
増
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
、
福
祉
都
市
の
実
現
な
ど
、
市

民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
重
点

的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
基
本
構
想
の
都
市
像

と
し
て
定
め
た
、
「
緑
豊
か
な
ふ

る
さ
と　

文
化
が
香
る　

元
気
な

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
七
つ

の
施
策
を
柱
に
各
種
事
業
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

一
七
八
億
一
、九
〇
六
万
円
、歳
出

総
額
は
一
七
五
億
二
、六
一
九
万

円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

二
億
九
、二
八
七
万
円
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
財
源
が
一
、三
四
〇
万
円

平成19年度に実施した主な事業

決算平成 19年度

市税
60億4,420万円

（33.9％）

国庫支出金
14億9,553万円（8.4％）

市債
12億3,010万円（6.9％）

諸収入
7億0,774万円（4.0％）

繰越金
2億8,635万円（1.6％）

地方譲与税
2億8,697万円（1.6％）

県支出金
7億9,308万円（4.5％）

その他
16億2,389万円
（9.1％）

総務費
31億6,243万円

（18.0％）

民生費
42億4,159万円

（24.2％）

衛生費
14億5,639万円（8.3％）

教育費
20億2,944万円

（11.6％）

土木費
19億2,635万円

（11.0％）

農林水産業費
8億9,380万円（5.1％）

その他 2億5,231万円（1.4%)
商工費 4億3,233万円 （2.5%)

消防費 6億6,382万円（3.8％）

公債費
24億6,773万円

（14.1％）

繰入金 6億4,658万円（3.6％）

地方交付税
47億0,462万円

（26.4％）

歳　入
178億1,906万円
（100％）

歳　出
175億2,619万円
（100％）

歳入

歳出

で
あ
る
た
め
、
実
質
収
支
で
は

二
億
七
、九
四
七
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会

計
を
加
え
た
十
三
会
計
全
体
で

は
、
歳
入
総
額
は
三
三
七
億

六
、六
二
七
万
円
、
歳
出
総
額
は

三
三
四
億
五
、五
六
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

小林副市長が職務代理者に
　青木一中野市長が、入院加療のため、地方自治法第
152 条第 1項の規定により、次のとおり市長の職務を
代理する者を置きましたのでお知らせします。
職務代理者の職、氏名　中野市副市長　小林貫男
職務代理者を置いた日　平成 20年 9月 23日㈫
問い合わせ先　市役所庶務課庶務文書係
　　　　　　　☎（22）２１１１（内線２１１）
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　インフルエンザを｢たかが、かぜの一種｣と考えていませんか。
　インフルエンザは流行が始まると､短期間に子どもから高齢者まで
膨大な数の人を巻き込むという点でも、普通のかぜとは異なります。
　また、子どもはインフルエンザ脳炎、脳症、高齢者は肺炎といっ
た、命にかかわる合併症を引き起こします。一番の予防は、インフル
エンザにかからないことですが、インフルエンザの流行する季節の前
にワクチンの接種を行うことも効果的といえます。
　今回は、日ごろの予防対策と予防接種を受ける際の注意点などにつ
いてお知らせします。

①予防接種を受けた後30分間は、急な副反応が起こることがあります。医師（医療
機関）とすぐに連絡を取れるようにしておきましょう。

②インフルエンザワクチンの副反応の多くは、24時間以内に出現しますので、特に
この間は体調に注意しましょう。

③接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいませんが、激しい運動や大量の飲酒
は避けましょう。

④入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこすることはやめましょう。

インフルエンザにご注意を！

　市では、６５歳以上の方など（下図参照）を対象にインフルエンザの予防接種を実施します。
　なお、この予防接種は希望される方のみで、接種の義務はありません。

接 種 対 象 者
６５歳以上の方 (満年齢 )
※６０歳以上６５歳未満の方で一定の障害を持つ方も対象になります。

接 種 期 間 平成２０年１０月１５日 (水）～平成２０年１２月３０日 (火 )（休診日は除く）

接 種 回 数 １回

一部自己負担額
１，０００円
※上記対象者のうち生活保護受給者は無料です。(被保護者証明書をお持ちく
ださい）

受 け ら れ る
医 療 機 関

中野市内の医療機関　※市外の医療機関をご希望の方はご連絡ください。

申 し 込 み 直接医療機関へお申し込みください。

接種当日医療機関
へ持参するもの

住所、氏名、年齢等が確認できる物 (保険証、免許証等 )

問い合わせ先　市役所健康長寿課健康管理係（☎22－2111　内線３６８）

高齢者インフルエンザ予防接種

　予防接種を受ける前に、まず下記の説明をよく読んでください。また、予防接種に関して気にかか
ることや分からないことがあれば、接種を受ける前に担当の医師や看護師または市役所健康長寿課へ
質問しましょう。十分に納得できない場合には、接種を受けないで下さい。
  予診票は接種をする医師にとって、予防接種の可否を決める大切な情報です。基本的には、接種を
受ける本人が責任をもって記入していただき、正しい情報を医師に伝えて下さい。

①明らかに発熱のある方
   一般的に、体温が37.5度以上の場合を指します。
②重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな方

急性の病気で薬を飲む必要のある人は、その後の病気の変化がわからなくなる可能性もあるので、

日ごろから予防しましょう

予防接種を受ける前に（説明書）

予防接種を受けた後は

その日は接種を見合わせることが原則です。
③インフルエンザ予防接種に含まれる成分によって、アナフィラキシーを呈したことが明らかな方

「アナフィラキシー」というのは、通常30分以内に起こるひどいアレルギー反応のことです。発
汗、顔が急にはれる、全身にひどいじんましんが出る、吐き気、嘔吐（おうと）、声が出にくい、
息が苦しいなどの症状に続き、血圧が下がっていく激しい全身反応です。
④以前、インフルエンザの予防接種を受けたとき、２日以内に発熱、発疹、じん
ましんのアレルギーを思われる異常がみられた方	
⑤過去に免疫不全の診断がされている方	
⑥その他、医師が不適当な状態と判断した場合
※①～⑤に入らなくても、医師が接種不適当と判断した時は、接種できません。

①心臓病、腎臓病、肝臓病や血液、その他慢性の病気で治療を受けている方
②今までに、けいれんを起こしたことがある方
③今までに、喘息と診断されたことのある方
④インフルエンザ予防接種の成分又は鶏卵、鶏肉、その他の鶏由来のものに対し

た、アレルギーがあると言われたことのある方

◇予防接種を受けることができない人

◇予防接種を受けるにあたって、医師とよく相談しなくてはならない方

◎流行っているときは
　人のたくさん集まる
　ところへ行くのを避ける

◎ストレスをためない ◎栄養バランスのよい
　食事を摂る

◎手洗い、うがいをする ◎規則正しい生活を送る

◎気道、皮膚を鍛える
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「
中
野
市
音
声
告
知
放
送
施
設
条

例
」
の
制
定

　

市
民
に
対
し
、
防
災
情
報
及
び

緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
整
備

し
て
い
る
音
声
告
知
放
送
施
設
に

つ
い
て
、
必
要
な
事
項
を
定
め
ま

し
た
。

「
中
野
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
改
正

　

「
公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の

地
方
公
務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

法
律
」
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

「
中
野
市
文
化
セ
ン
タ
ー
条
例
」

の
一
部
改
正

　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
で
新
た
に

購
入
し
た
備
品
の
使
用
料
に
つ
い

て
、
定
め
ま
し
た
。

「
中
野
市
自
然
保
護
条
例
」
の
一

部
改
正

　

自
然
保
護
が
特
に
必
要
な
地
域

と
し
て
「
自
然
休
養
地
」
の
み
を

特
化
し
て
定
め
る
た
め
、
ま
た
、

地
下
水
採
取
に
係
る
規
制
を
「
中

野
市
環
境
保
全
及
び
公
害
防
止
に

関
す
る
条
例
」
に
規
定
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
環
境
保
全
及
び
公
害
防

止
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　

中
野
市
自
然
保
護
条
例
で
規
定

し
て
い
た
地
下
水
採
取
に
係
る
規

制
に
つ
い
て
規
定
す
る
た
め
、
ま

　９月２日から19日まで、18日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案14件、予算案９件、決算認定13件、事件案
１件、人事案１件のあわせて38件が審議され、いずれも原案どおり
可決及び承認され、また、宣言、意見書などについても審議されま
した。ここでは主な内容をお知らせします。

９月の市議会定例会報告

　
条
　
例

た
、
罰
則
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
水
道
事
業
給
水
条
例
」

の
一
部
改
正

　

合
併
前
の
中
野
市
の
区
域
と
豊

田
村
の
区
域
で
異
な
っ
て
い
た
水

道
料
金
等
に
つ
い
て
、
市
内
全
域

を
統
一
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
》

　

平
成
二
十
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
、
十
三
億
三
千
万
三
千
円
を

追
加
し
て
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
、
二
百
七
億
九
百
二
十
八
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
地
域
情
報
基
盤
整

備
事
業
費
で
、
情
報
基
盤
維
持
管

理
委
託
料
と
し
て
六
九
八
万
余
円

及
び
、
ケ
ー
ブ
ル
添
架
等
使
用
料

三
五
七
万
余
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
追
加

〈
民
生
費
〉
●
地
域
福
祉
推
進
事

業
費
で
、
灯
油
価
格
の
高
騰
に
よ

る
経
済
支
援
策
と
し
て
、
福
祉
灯

油
購
入
費
助
成
金
一
、
五
〇
〇
万

円
を
追
加

〈
衛
生
費
〉
●
保
健
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
費
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

外
構
改
修
と
し
て
整
備
工
事
費

一
七
〇
万
円
を
追
加

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
農
業
用
水

路
等
維
持
管
理
事
業
費
で
、
水
路

等
修
繕
工
事
費
四
三
〇
万
余
円
を

増
額

〈
商
工
費
〉
●
金
融
対
策
事
業
費

で
、
原
油
等
高
騰
対
策
と
し
て
、

市
制
度
資
金
預
託
金
一
、
六
〇
〇

万
円
及
び
、
制
度
資
金
貸
付
保
証

料
補
給
金
四
〇
〇
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額

〈
土
木
費
〉
●
幹
線
道
路
・
生
活

道
路
整
備
事
業
費
で
、
道
路
改
良

工
事
費
等
に
三
、
六
六
〇
万
円
を

増
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
管
理
事

業
費
で
、
防
火
貯
水
槽
の
修
繕
と

し
て
、
防
火
施
設
改
修
工
事
費

七
九
万
余
円
の
増
額

〈
教
育
費
〉
●
文
化
財
保
護･

保

存
管
理
事
業
費
で
、
山
田
邸
の
管

理
及
び
警
備
委
託
料
等
一
三
八
万

余
円
を
追
加

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
療
養

給
付
費
等
負
担
金
の
精
算
金
な
ど

四
六
九
万
円
を
追
加

〈
老
人
保
健
医
療
事
業
〉
●
医
療

費
交
付
金
の
精
算
金
な
ど
一
〇
万

余
円
を
追
加

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
介
護
給
付

費
準
備
基
金
積
立
金
な
ど
で
、

四
、
二
七
九
万
余
円
を
追
加

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉
●

施
設
改
修
な
ど
二
一
四
万
余
円
を

追
加

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
伝
送

路
機
器
の
修
繕
料
及
び
ケ
ー
ブ
ル

等
保
守
管
理
委
託
な
ど
二
五
二
万

余
円
を
追
加

〈
下
水
道
事
業
〉
●
新
設
管
路
工

事
と
し
て
、
管
路
施
設
工
事
費
な

ど
二
、
六
三
七
万
余
円
を
追
加

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
取
付

管
新
設
工
事
と
し
て
、
管
路
施
設

工
事
費
で
四
五
五
万
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
浄
水
施
設
改
良

費
の
水
源
施
設
整
備
工
事
等
で

一
、
一
〇
七
万
円
の
減
額
、
配
水

施
設
改
良
費
の
配
水
施
設
改
良
工

事
等
で
一
、
三
八
二
万
円
の
増
額

な
ど
、
会
計
全
体
と
し
て
四
万
円

の
減
額

《
人
権
擁
護
委
員
》

　

須
原
政
子
さ
ん
（
東
山
）
の
任

期
が
十
二
月
三
十
一
日
で
満
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
同
委

員
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ

と
が
適
任
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

任
期
は
三
年
で
す
。

《
非
核
平
和
都
市
宣
言
》

　

議
員
提
案
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

国
の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
廃
絶
を

訴
え
る
と
と
も
に
世
界
の
恒
久
平

和
が
一
日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と

を
願
い
、
中
野
市
を
「
非
核
平
和

都
市
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。

   

補
正
予
算

　

中
野
市
は
、
流
入
経
路
も
特
徴

も
異
な
る
二
系
統
の
中
野
土
人
形

が
昔
な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在

も
制
作
さ
れ
て
い
る
全
国
に
類
を

見
な
い
地
域
で
す
。
中
野
ひ
な
市

の
即
売
に
は
全
国
か
ら
愛
好
家
が

集
ま
る
「
土
人
形
の
里
」
で
、
土

人
形
の
愛
ら
し
さ
と
素
朴
さ
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
年
も
、
土
人
形
絵
付
け
コ
ン

テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
点
数　

一
人
一
点

応
募
料　

無
料
（
た
だ
し
、
材
料

費
と
し
て
人
形
代
を
小
学
校
の
部

は
百
円
、
一
般
の
部
は
三
百
円
を

別
途
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

部
門　

○
小
学
校
低
学
年
（
以
下
）
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
一
般
の
部

応
募
締
切　

平
成
二
十
一
年
一
月

三
十
日
㈮　

午
後
四
時 

※
応
募
点
数
の
合
計
が
千
点
に
達

し
た
時
点
で
締
め
切
り
。

応
募
作
品　

十
月
一
日
以
降
に
制

作
し
た
自
作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。 

応
募
先
（
絵
付
け
す
る
場
所
）

・
日
本
土
人
形
資
料
館

・
信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

・
ま
ち
な
か
交
流
の
家

◇
二
十
人
以
上
の
団
体
が
絵
付
け

す
る
場
合
は
、
事
前
に
日
本
土

人
形
資
料
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

各
賞
（
各
部
門
ご
と
）

・
最
優
秀
賞
一
点

・
優
秀
賞　

三
点

・
佳
作　

十
点

結
果
発
表　

平
成
二
十
一
年
三
月

上
旬
に
広
報
な
か
の
等
で
発
表
。

表
彰
式　

平
成
二
十
一
年
三
月
下
旬

展
示
会　

平
成
二
十
一
年
三
月
下
旬

か
ら
四
月
上
旬
ま
で
応
募
全
作
品

を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
日
本
土
人
形
資

料
館
（
☎
�
０
７
３
０
）
ま
た
は
、

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
係
（
☎

�
２
１
１
１
内
線
２
５
９
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土人形絵付けコンテスト
～土人形の里　信州中野～

　

「
信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
」

～
未
来
の
中
野
に
対
す
る
想
い
漢

字
一
文
字
～
を
募
集
し
ま
す
！

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
か
ら

の
中
野
市
に
対
す
る
想
い
で
す
。

　

将
来
の
中
野
市
は
こ
ん
な
風
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
を
漢

字
一
文
字
（
常
用
漢
字
）
で
考
え

て
く
だ
さ
い
。
理
由
も
お
願
い
し

ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
（
漢
字
一
文
字
、
そ
の
理
由
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
）
を
記
入

し
、
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く

か
、
市
内
の
公
共
施
設
等
に
設
置

さ
れ
た
応
募
箱
へ
投
函
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
（
携
帯
電
話
可
）
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
ま
す
。

応
募
用
紙
と
応
募
箱
の
設
置
場
所

市
役
所
総
合
案
内
、
豊
田
支
所
、

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
、
中

央
・
北
部
・
西
部
・
豊
田
公
民

館
、
市
立
図
書
館
、
歴
史
民
俗
資

料
館
、
中
山
晋
平
記
念
館
、
高
野

辰
之
記
念
館
、
中
野
陣
屋
県
庁
記

念
館
、
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
、
北
信
濃

ふ
る
さ
と
の
森
文
化
公
園
、
も
み

じ
荘
、
ま
だ
ら
お
の
湯

※
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

募
集
期
限　

十
二
月
五
日
㈮

結
果
発
表
等

　

結
果
は
来
年
二
月
に
開
催
す
る

生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
に
て
発

表
し
ま
す
。
ま
た
、
広
報
な
か
の

平
成
二
十
一
年
三
月
号
や
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
９
‐
２
１
９
２　

中
野
市

大
字
豊
津
二
五
〇
八
番
地

中
野
市
教
育
委
員
会
事
務
局

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
推
進
係

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
1
１
７

Ｅ
メ
ー
ル shogai@

city.nakano.
nagano.jp

作品を募集します

信州中野の一文字大賞～第３弾～

未来の中野に
対する想い
漢字一文字

未来の中野に
対する想い
漢字一文字

募集！

　
人
　
事

　
宣
　
言
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中
野
市
の
市
街
地
は
、谷
街
道
・

草
津
街
道
が
交
差
す
る
要
衝
の
地

で
あ
り
、
古
く
か
ら
北
信
濃
の
中

心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
街
道
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
歴

史
・
文
化
を
生
か
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て「
な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
九
斎
市
を
中

心
に
「
観
る
」「
買
う
（
市
）」「
食

べ
る
」「
楽
し
む
」
の
四
つ
を
柱

に
し
た
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

十
月
二
十
五
日
㈯　

時
間　

午
前
十
時
～
午
後
四
時

音
楽
会
は
午
後
一
時
か
ら

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

周
辺

内
容　

九
斎
市
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
☆
若
者

ま
ち
な
か
音
楽
会
、
商
店
街
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
お
や
き
ま
つ
り
、
一
茶

の
句
と
秋
の
山
野
草
展
な
ど

主
催　

な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
３
）

　

㈶
中
野
市
振
興
公
社
は
、
平
成

二
十
年
十
月
一
日
か
ら
農
業
振
興

関
連
業
務
を
加
え
た
㈶
中
野
市
産

業
公
社
に
名
称
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　

遊
休
荒
廃
農
地
対
策
、
農
作
業

支
援
者
の
紹
介
、
機
械
作
業
の
受

委
託
等
に
関
す
る
相
談
は
、
㈶
中

野
市
産
業
公
社
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

㈶
中
野
市
産
業
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

㈶
中
野
市
産
業
公
社を

設
立
し
ま
し
た

問い合わせ先　
市役所商工観光課商工労政係　☎�２１１１（内線258）
中野商工会議所経営支援課　　☎�２１９１

新制度の内容
名称（仮称）原油・原材料高対策資金
利　　　 率 年１．８％
限　度　額 ５００万円（運転資金）
貸 付 期 間 最長７年　（うち据置１２カ月以内）

対 象 者

・貸付条件は次の２つの条件を満たすのもの。
（長野県の経営健全化支援資金の原油原材料高対
　策に準じる。）
①直近３カ月の原油又は石油製品若しくは原材料
の仕入価格が直近決算又は過去３年いずれか同
期に比べて上昇していること。
②直近３カ月の売上高に対する「売上原価」又は
「販売費及び一般管理費」の割合が直近決算ま
たは過去３年いずれか同期に比べ増加している
こと。

制 度 期 間 平成２０年１０月１日～平成２１年３月３１日

保証料補給
保証料のうち、本人負担は５分の１、市負担５分
の４（ただし、セーフティネット保証の場合、本
人負担なし）

そ　の　他 その他、市長が必要と認める書類等の添付が必要

をご利用ください

　

こ
の
条
例
と
規
則
で
は
、
自
然

を
保
護
し
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り

の
た
め
に
、
一
定
の
開
発
行
為
に

対
し
て
規
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
自
然
保
護
が
特
に
必
要

な
地
域
と
し
て
自
然
休
養
地
（
牧

の
入
地
域
と
斑
尾
地
域
）
に
特
化

し
、
そ
の
優
れ
た
自
然
を
将
来
の

世
代
に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
こ

の
条
例
と
規
則
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。
改
正
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

一
、「
そ
の
他
開
発
地
」
に
係
る

規
定
を
削
除
し
、
そ
の
地
域
の

開
発
行
為
に
つ
い
て
は
許
可
手

続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す
。（
改

正
前
に
そ
の
他
開
発
地
開
発
の

許
可
を
受
け
た
行
為
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
も
こ
の
条
例
が
適

用
さ
れ
ま
す
。）

　
　

な
お
、
他
法
令
の
許
認
可
が

　

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

二
、
井
戸
の
掘
削
に
係
る
規
定
を

削
除
し
ま
し
た
。（
環
境
保
全

及
び
公
害
防
止
に
関
す
る
条
例

で
全
市
を
対
象
と
し
た
規
制
を

設
け
ま
し
た
。）

三
、
自
然
休
養
地
に
お
い
て
み
だ

り
に
集
積
、
保
管
又
は
放
置
し

て
は
な
ら
な
い
「
廃
棄
物
等
」

を
明
確
に
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

中
野
市
自
然
保
護
条
例
と
同
条
例
施
行
規
則
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

中
野
市
環
境
保
全
及
び
公
害
防
止
に
関
す
る
条
例
と

　
　
　
　
　
　
　
同
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

こ
の
条
例
と
規
則
で
は
、
市
民

の
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
確
保

し
、環
境
保
全
に
努
め
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
地
下
水
の
採
取
に
つ
い

て
統
一
的
に
規
制
す
る
た
め
、
こ

の
条
例
と
規
則
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。
改
正
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

一
、
動
力
を
用
い
た
揚
水
設
備
に

よ
り
地
下
水
（
温
泉
を
除
く
）

を
採
取
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
市
長
の
許
可
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
井

戸
を
次
の
内
容
に
変
更
す
る
場

合
も
許
可
が
必
要
で
す
。

○
環
境
保
全
地
区
で
の
地
下
水
採
取

○
自
然
保
護
条
例
に
規
定
す
る
自

然
休
養
地
で
の
地
下
水
採
取

○
前
二
つ
の
区
域
以
外
で
、
井
戸

の
深
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
超
、

揚
水
機
の
吐
出
口
の
断
面
積
が

十
五
平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

超
、
揚
水
量
が
一
日
当
た
り
百

立
方
メ
ー
ト
ル
超
の
い
ず
れ
か

の
地
下
水
採
取

二
、
罰
則
に
つ
い
て
、
改
善
命
令

違
反
を
三
万
円
か
ら
十
万
円

に
、
届
出
や
報
告
の
怠
り
、
立

入
調
査
の
拒
否
等
を
二
万
円
か

ら
三
万
円
に
改
め
、
新
た
に
地

下
水
採
取
に
係
る
許
可
違
反
を

加
え
五
万
円
と
し
ま
す
。

三
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
自
然
保
護
条
例
の
規

定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
地
下

水
採
取
は
、
こ
の
条
例
に
よ
り

許
可
を
受
け
た
と
み
な
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

　最近の急激な原油や原材料価格等の高騰
は、地域の経済を支える中小企業等の皆さん
の経営にとって、非常に大きな影響を与えて
いるものと思われます。
　市では、原油や原材料価格の高騰により経
営に深刻な影響を受けている中小企業者等の
皆さんに、緊急で低利な運転資金の融資あっ
せんを実施し、経営の安定と経営基盤の強化
を支援するための「原油・原材料対策資金」
を10月１日に新設しました。
　制度資金の申し込みの際は、これまでの制
度と同様、中野商工会議所経営支援課までお
願いします。（申し込みにあたっては、金融
機関・長野県信用保証協会にもご相談いただ
くと融資実行が円滑に進みます)
　制度の詳しい内容については、お問い合わ
せください。

原油・原材料対策資金

なかの Ebesaなかの Ebesa
え　べ　 さ10

　25㈯
10
　25㈯

番号 講　　座　　名 番号 講　　座　　名 番号 講　　座　　名
１ もしものときに備えて １９ 子育て支援 ３９ 下水道のあらまし
２ 情報公開と個人情報の保護 ２０ 健全な青少年の育成 ４０ 水道事業について
３ これはどこの課へいけばいいの？ ２１ 明るい家庭づくり ４１ 普通救命講習会
４ 広報紙の作り方 ２２ 子どもの健康づくり ４２ 防火講話【新設】
５ 認可地縁団体について ２３ ごみと資源物の正しい分け方 ４３ 教育委員会の仕事
６ 中野市の行政改革 ２４ 中野市の文化芸術活動 ４４ 学ぶための援助制度
７ 中野市の統計 ２５ スポーツで育む豊かな時間 ４５ 学校給食と子どもの健康
８ 中野市総合計画 ２６ 交通事故ゼロをめざそう ４６ 生涯学習って何だろう？
９ 中野市地域情報化計画 ２７ 悪質商法にあわないために ４７ 子どもたちに本の楽しさを【新設】
１０ 中野市の台所状況 ２８ 差別のない明るいまちづくり ４８ 市民みんなの財産　文化財
１１ 市税のあらまし ２９ 男女共同参画について ４９ 公民館の仕事と分館活動
１２ いつまでも健康でいたい ３０ 中野市の農業 ５０ 図書館の仕事について
１３ 介護保険のしくみ ３１ 森林の大切さと役割 ５１ 子どもと楽しむ読み聞かせ【新設】

１４ 高齢者がいつまでも元気で暮らす
ための保健福祉サービス

３２ 観光施設と観光宣伝 ５２ 議会の仕組みと役割
３３ 中心市街地のまちづくり ５３ 農地の売買・賃借はどうすればいいの

１５ はじめましょう！介護予防　守り
ましょう！自分の権利【新設】

３４ 中野市内の道路と河川 ５４ 農業者のための年金
３５ 中野市の公園づくり ５５ 農家の家族経営協定とは

１６ 国民健康保険の仕組み ３６ 中野市の街路事業 ５６ 選挙制度と選挙管理委員会の仕事
１７ 障害のある方の自立支援 ３７ うるおいのあるまち並み景観づくり ５７ 監査委員の役割
１８ 長寿医療制度のしくみ 【新設】 ３８ 花のまちづくり ５８ 固定資産評価審査委員会の役割

　中野まなびぃ塾は、市が行っている仕事を講座のメニューとして、市民の
皆さんが「知りたい、聞きたい」講座を選んでいただき、市の職員が講師と
なって皆さんの地域に出向き、お話しするものです。　
　講師料は無料ですので、お気軽にご利用ください。
開催要件　中野市民の方で、５人以上の参加者がいること。
問い合わせ先　中野市教育委員会生涯学習課生涯学習推進係（豊田支所内）
　　　　　　　☎（38）３１１２（内線５４１)
メールアドレス　shogai＠city.nakano.nagano.jp

生涯学習のマスコット
〈マナビィ〉

～市が行っている仕事について学びませんか～
　　58 のメニューで申し込みをお待ちしています中野まなびぃ塾
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十
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
カ
ー
ド
が
、
一
般
用
は
水
色
、

退
職
者
用
は
桃
色
に
変
わ
り
、
先

月
下
旬
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
や
、
学
校
を
卒
業
し
他
の
市

町
村
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
ま
だ

国
民
健
康
保
険
証
カ
ー
ド
が
送
付

さ
れ
た
方
な
ど
、
内
容
に
異
動
が

あ
る
場
合
は
、
異
動
す
る
人
の
保

険
証
を
持
参
し
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
世
帯
主
変
更
や
住

所
変
更
の
場
合
は
、
国
保
に
加
入

す
る
世
帯
全
員
分
の
保
険
証
を
添

え
て
市
役
所
市
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
に
か
か
る

社
会
保
険
料
控
除
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

中
野
市
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
保
険
証
の
内
容
確
認
を

　

ま
た
、
保
険
証
の
大
き
さ
が
小

さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
紛
失
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

ま
た
は
豊
田
支
所
地
域
振
興
課
市

民
生
活
係
☎
�
３
１
１
１

　

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制

度
の
保
険
料
（
以
下
保
険
料
）
、

国
民
健
康
保
険
税
（
以
下
保
険

税
）
な
ど
の
社
会
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
）
か
普
通
徴
収
（
納
付
書
又
は

口
座
振
替
に
よ
り
納
付
）
か
に
よ

り
、
社
会
保
険
料
控
除
の
取
り
扱

い
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
所
得
税

及
び
市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
に

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
保
険
料
・
保
険
税
を
公
的
年
金

等
か
ら
特
別
徴
収
に
よ
り
納
付

す
る
場
合

　

公
的
年
金
等
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
さ
れ
る
保
険
料
・
保

険
税
に
つ
い
て
は
、
年
金
受
給
者

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
年
金
受
給
者
本

人
以
外
の
人
が
社
会
保
険
料
控
除

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
保
険
料
・
保
険
税
を
普
通
徴
収

に
よ
り
納
付
す
る
場
合

　

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

り
保
険
料
・
保
険
税
を
支
払
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
支
払
者
（
生
計

を
一
の
も
の
に
限
る
）
の
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

　

十
月
二
十
日
㈪
か
ら
二
十
六
日
㈰
ま
で
の
一
週
間
は
、
「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
目
指
す
制
度
で
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
が
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

▼
巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

市
で
は
期
間
中
、
次
の
日
程
で

巡
回
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

（
中
野
地
域
）

　

期
日　

十
月
二
十
一
日
㈫

　

時
間　

午
後
一
時
～
四
時

　

会
場　

北
部
公
民
館

　

行
政
相
談
委
員

　
　

西
澤
君
生
さ
ん
（
新
保
）

　
　

山
田
忠
延
さ
ん
（
柳
沢
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

（
豊
田
地
域
）

期
日　

十
月
二
十
一
日
㈫

時
間　
午
前
九
時
～
十
一
時
三
十
分

会
場　

永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス　

テ
ー
シ
ョ
ン

行
政
相
談
委
員

　

松
野
冨
子
さ
ん
（
永
江
）

問
い
合
わ
せ
先

豊
田
支
所
地
域
振
興
課
総
務
係

☎
�
３
１
１
１
（
内
線
１
２
２
）

行
政
相
談
委
員
へ
の
相
談

　　

月
一
回
、
中
野
地
域
は
市
民
会
館
で
、
豊
田
地
域
は
豊
田
支
所
に
お

い
て
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
時
や
場
所
な
ど
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
有
線
放
送
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

北
大
熊
区
及
び
更
科
区
で
は
、

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

助
成
金
に
よ
る
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
普
及
広

報
事
業
）
を
受
け
、
御
神
楽
、
獅

子
頭
、
長
胴
太
鼓
、
締
め
太
鼓
を

整
備
し
ま
し
た
。

　

両
区
で
は
、
毎
年
の
秋
祭
り
を

区
民
祭
と
位
置
づ
け
、
区
民
総
参

加
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
お

祭
り
道
具
で
あ
る
太
鼓
な
ど
の
老

朽
化
が
進
み
、
新
調
さ
れ
る
こ
と

が
区
民
の
長
い
間
の
悲
願
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
度
、
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け

て
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
事
業
に
よ
り
、
区
民

祭
、
秋
祭
り
な
ど
大
人
と
子
供
の

新
た
な
触
れ
合
い
の
場
と
な
り
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
が
一

層
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
政
策
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

　

市
で
は
「
お
年
玉
付
き
年
賀
は

が
き
」
の
裏
面
下
部
に
中
野
市
産

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
広
告
と
抽
選
番
号

を
印
刷
し
た
「
お
い
し
い
年
賀

状
」
を
販
売
し
ま
す
。

　

年
賀
状
を
発
送
す
る
こ
と
で
、

中
野
市
産
農
産
物
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る

と
と
も
に
、
年
賀
状
を
受
け
取
っ

た
方
と
、
年
賀
状
を
購
入
さ
れ
た

方
に
抽
選
で
「
中
野
市
産
き
の

こ
」
が
当
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

一
枚
五
十
円
（
イ
ン

ク
ジ
ェ
ッ
ト
ハ
ガ
キ
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

お
祭
り
道
具
を
整
備
し
ま
し
た

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
る
〝
お
い
し
い
年
賀
状
〟
を
予
約
販
売
！

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

申込用紙は、
・市役所総合案内窓口
・豊田支所地域振興課窓口
・㈶中野市産業公社
にあります。また、市公
式ホームページからもダ
ウンロードできます。

公
社　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
８
４
２
２

販
売
予
約　

申
込
書
に
よ
り
中
野

市
産
業
公
社
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
可
）
販
売

枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
予
約
は
お
早
め
に
！

申
込
期
限　

十
月
二
十
七
日
㈪

（
必
着
）

年
賀
状
お
渡
し　

十
一
月
下
旬　

当
選
商
品　

年
賀
状
を
購
入
さ
れ

た
方
（
十
名
）
、
年
賀
状
を
受
け

取
っ
た
方
（
百
名
）
に
、
中
野
市

産
き
の
こ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

年
賀
状
予
約
先　

㈶
中
野
市
産
業

　 

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　
　
　
10
月
20
日
㈪
～
26
日
㈰

　

岳
南
広
域
消
防
本
部
管
内
（
中

野
市
、
山
ノ
内
町
）
の
119
番
通

報
（
固
定
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、
携

帯
電
話
、
有
線
電
話
、
公
衆
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
）
は
、
消
防
本
部
通
信
指

令
室
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
管
轄
消

防
署
（
中
野
、
山
ノ
内
、
豊
田
、

志
賀
高
原
）
へ
出
動
の
指
令
が
か

か
り
、
消
防
隊
、
救
急
隊
、
救
助

隊
が
出
動
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
119
番
に
か
け
る
と

き
は
、
慌
て
ず
に
、
消
防
通
信
指

令
員
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
、
火

事
か
・
救
急
か
・
場
所
は
ど
こ
か

答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

通
報
を
受
け
た
時
点
で
、
管
轄

消
防
署
が
出
動
準
備
を
始
め
て
い

ま
す
。
場
所
と
、
お
お
ま
か
な
内

容
が
わ
か
れ
ば
管
轄
消
防
署
に
出

動
指
令
を
出
し
ま
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
火
事
や
救
急
の
内
容
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
か
ら
の
119
番
は
、
通

報
場
所
や
電
波
の
状
況
に
よ
り
他

の
消
防
本
部
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
か
け
に
な
っ

て
い
る
市
町
名
を
最
初
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。
正
し
い
通
報
は
消
防

隊
・
救
急
隊
・
救
助
隊
の
到
着
を

早
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

あわてないで !  １１９番通報
  （通報者）　「１１９」
（通信員）「はい、岳南消防119番です」
　　　　　「火事ですか？救急ですか？」
（通報者）「火事です！」「救急です！」
（通信員）「場所はどこですか？」
（通報者）「江部１３２４－２岳南太郎です」
　　　　　「～交差点前です。～商店の隣です」
▼火事の場合
（通信員）「逃げ遅れた方はいますか？」
　　　　　「何が燃えていますか？」
▼救急の場合
（通信員）
「意識はありますか？」「呼吸はしていますか？」
「どこが痛いですか？」「出血はありますか？」

○通信員が内容を聞きながら出動指令を出し、その後、
詳しい内容を聞き、無線で出動隊に知らせます。
○病気の場合、なるべく詳しく、性別、年齢、既往、か
かりつけの病院など、通信員にお話ください。
○また、通報時に意識がない場合、通信員が口頭
で応急処置の指導をしますので、救急隊が到着
するまで落ち着いて指示に従ってください。

番
は
あ
な
た
を
守
る

　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１１９



平成20年10月号7 平成20年10月号 1213

Ⅰ　職員の任免と職員数に関する状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

部　　　門 職　員　数 対前年
平成 19 年 平成 20 年 増減数

一般行
政部門

議 会 5 5 0
総務企画 83 87 4

税 務 23 23 0
民 生 139 135 △ 4
衛 生 31 31 0
労 働 3 3 0

農林水産 25 23 △ 2
商 工 12 11 △ 1
土 木 37 36 △ 1
小　計 358 354 △ 4

特別行
政部門

教 育 57 52 △ 5
小　計 57 52 △ 5

公営企
業等会
計部門

水 道 14 14 0
下水道 13 12 △ 1
その他 22 23 1
小　計 49 49 0

合　　計 464 455 △ 9
増減理由：主な増員理由は、教育委員会から市長部局へのスポーツ振興課を移管、後期
　　　　　高齢者医療制度業務の増、保健医療事業の充実等によるものであり、減員理
　　　　　由は、豊田支所の組織の見直し、指定管理者制度の導入によるものです。
（注）職員数は、一般職に属する職員。地方公務員の身分を持つ休職者などを含みます。
　　　（一部事務組合等派遣職員及び臨時等非常勤職員を除く）

②採用職員と退職職員
区　分 採用者数 退職者数

中 野 市 11 人 22 人
（注）採用者数はH20.4.1の採用者数であり、退職者数
　　　は H19.4.1 ～ H20.3.31 の期間の退職者数
　　　（一部事務組合等派遣職員を含む）

Ⅱ　職員の給与の状況
①人件費と職員給与費の状況

（ア）人件費の状況  ( 平成 19 年度普通会計決算） （イ）職員給与費の状況     （平成 20 年度普通会計予算）
住民基本台帳 歳出額 人件費 人件費率 職員数 給　与　費 １人当たり給与費

共済費
人口（年度末） （A） （B） （B ／ A） （A） 給料 職員手当 うち期末 ･ 勤勉手当 計　B （B ／ A）

人 千円 千円 ％ 人 千円 千円 千円 千円 千円 千円
47,405 17,610,719 3,823,579 21.7 403 1,593,493 831,455 663,542 2,424,948 6,017 419,629

（注）人件費には特別職に支給される給料、 （注 1）職員手当には､ 退職手当を含みません。
　　　報酬を含みます。　　　 （注 2）給与費は当初予算に計上された額です。

（注 3）職員数は平成 20 年 4 月 1 日現在の人数です。
②職員の平均給料・給与月額と平均年齢の状況

（平成 20 年４月１日現在） ③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 20 年４月１日現在）
職　種 平均給料月額 平均年齢 職種 採用 初任給 経験年数

10 ～ 15 年未満
経験年数

15 ～ 20 年未満
経験年数

20 ～ 25 年未満
経験年数

25 ～ 30 年未満
経験年数

30 ～ 35 年未満
経験年数
35 年以上

一般行政職 円 歳 一般

行政職

円 円 円 円 円 円 円
324,500 42.3 大学卒 172,200 291,300 327,100 363,500 393,100 422,700 457,400

高校卒 140,100 239,800 291,800 326,900 353,100 386,900 417,100

④職務上の地位別職員数の状況 （平成 20 年４月１日現在）
区　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

合計
一般

行政職

標準的な
職務内容

主　　事
技　　師
主 事 補

主　　事
技　　師

係　　長
副主幹

主　　査
主任主事
主任技師

課長補佐
主　　幹

副 参 事
課　　長
次　　長
室　　長

参　　事
部　　長 参事幹

職員数（人） 14 42 135 36 35 20 9 291
構成比（％） 4.8 14.4 46.4 12.4 12.0 6.9 3.1 100.0

⑤職員手当の状況 　　　（平成 20 年４月１日現在）
期末・勤勉手当 期末 勤勉 退職手当 自己都合 勧奨定年 その他、住居手当、通勤手当、管理職手当、

6 月期 1.4 月分 0.75 月分 勤続２０年 23.50 月分 30.55 月分 寒冷地手当、扶養手当、日宿直手当、時間
( 特定幹部職員 ) （1.2 月分） （0.95 月分） 勤続２５年 33.50 月分 41.34 月分 外勤務手当等があります。

12 月期 1.6 月分 0.75 月分 勤続３５年 47.50 月分 59.28 月分 ※管理職手当について、平成18年4月1日
( 特定幹部職員 ) （1.4 月分） （0.95 月分） 最高限度 59.28 月分 59.28 月分 から平成21年3月31日の間、支給額の

合　計 3.0 月分 1.5 月分 その他特例 退職時特別昇給 　　なし 10％を減額しております。
( 特定幹部職員 ) （2.6 月分） （1.9 月分）

　※職務上の段階、職務の級等により加算措置有

⑥特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 20 年４月１日現在）
区　　分 給料月額 区　　分 報酬月額 期末手当支給割合

円 円 　6 月期　　1.60 月
市　長 823,000 議　　長 385,000 　12 月期　　1.75 月　計　3.35 月分
副市長 671,000 副 議 長 326,000 ※期末手当支給額算出時に給料・報酬
教育長 575,000 議　　員 303,000 　額に 100 分の 40 の加算措置有

Ⅷ　その他市長が必要と認める事項
（１）定員適正化計画
　平成 18 年 4 月 1 日から平成 22 年 4 月 1 日までの 5 年間を数値目標の設定期間とする「中野市定員適正化計画」を平成 17 年度に策定しました。
　この計画は「中野市行政改革大綱と実行計画（集中改革プラン）」に反映し、スリムで効率的な行政運営の構築による職員数の抑制を進めます。
　なお、詳細については中野市ホームページで公表しております。
○目標（数 ･ 率）…平成 22 年 4 月 1 日における職員数は 445 人とする。これは平成 17 年 4 月 1 日現在の職員数 482 人から 37 人（7.7％）を減員したものになります。
○年度別採用計画　　　　　 　（人）

年　　　　　度 17 18 19 20 21 計 （注１）　各年度、退職予定者は 3 月 31 日、採用予定者は翌年度の 4 月 1 日

計

画

退職予定者数 6 9 9 17 11 52 　　　　現在における職員数
採用予定者数 5 3 1 4 2 15 （注２）　実績欄の職員数は、各年度 4 月 1 日現在の職員数（教育長を含み、
増  減  員  数 △ 1 △ 6 △ 8 △ 13 △ 9 △ 37 　　　　一部事務組合、広域連合派遣職員は除いたものです）

実 増  減  員  数 △ 2 △ 16 △ 9 　
績 職　 員 　 数 482 480 464 455

（２）嘱託 ･ 臨時職員の状況
Ⅰ　職員数 （平成 20 年４月１日現在）

区　分 職員数 保育園関係 小・中学校関係 その他
嘱託職員 184 人 92 人 12 人 80 人
臨時職員 184 人 41 人 59 人 84 人

Ⅱ　報酬及び賃金について　（平成 20 年度）　　
①　嘱託職員報酬月額 ②　臨時職員賃金 （1 時間当たり）
・統括的な事務及び管理を行う事務局の長及び施設の長 186,200 円 ・一般事務、学校事務、図書事務、施設等の維持管理業務　742 円
・教諭、学芸員 174,200 円 ・調理技師、指導員　　　　　　　　　　　　　　　　　　755 円
・指導員、児童厚生員、相談員 157,700 円 ・保育士、児童厚生員　　　　　　　　　　　　　　　　　767 円
・保育士 142,100 円 ・長時間保育士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　957 円
 （担任保育士は 151,800 円） ※通勤手当　2km 以上 5km 未満　1 日 150 円　5km 以上　1 日 200 円

　年末一時金　　12 月に 1.0 月以内の年末一時金を支給しています。・運転業務、調理技師、施設等の維持・管理業務、一般 137,600 円
  (正規職員の配置されていない職場の主となる調理技師は 139,900円)
・保健師、精神保健福祉士、介護支援専門員等の専門職種は、別途、
  市長が認める額。
※報酬月額のほかに 6 月及び 12 月に 1.0 月分以内の割増報酬を支給
　しています。

Ⅳ　職員の分限と懲戒処分等の状況
分限処分者数及び懲戒処分者等数 （平成 19 年度） ○分限処分…職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、

分限処分者 懲戒処分者
訓告等                  公務能率の維持を目的としてなされます。

免職 休職 降任 降格 小計 免職 停職 減給 戒告 小計 ○懲戒処分…職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人                  における規律と秩序を維持することを目的としてなされます。

0 3 0 0 3 0 0 0 1 1 13 ○訓 告 等 …処分ではないが、自己の行為に対しての責任を自覚させ、将来を戒め
            　　て職務遂行に対する姿勢の改善、意識向上等を目的としてなされます。

Ⅴ　職員の服務の状況
　　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務遂行しなければいけません。
　　職務の遂行にあたって職員が守るべき義務は次のとおりです。
　　①職務命令等に従う義務　　②信用失墜行為の禁止　　③守秘義務　　④職務専念義務　　⑤政治的行為の制限　　⑥争議行為等の禁止
　　⑦営利企業等の従事制限

Ⅶ　職員の福祉と利益の保護の状況
①公務災害等の概要　　　　　　　　
　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。
②福利厚生制度
　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第 42 条の規定に基づき、中野市職員互助会を設置し、各種事業を実施しています。
　この互助会は、職員からの会費と市の補助金などで運営されています。
　また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市において分担・拠出する財源により、厚生年金、国民年金、健康保険及び
　国民健康保険と同様の社会保険制度です。

Ⅲ　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
　  職員の勤務時間は 1 日 8 時間、週 40 時間であり、原則、始業時間が午前 8 時 30 分、終業時間が午後 5 時 30 分です。　
　  また、休暇等の種類には、年次休暇、療養休暇、特別休暇（公民権の行使、職員の結婚・出産、忌引等）、介護休暇、組合休暇、
　  育児休業があります。なお、年次休暇の取得状況及び育児休業の取得状況は次のとおりです。

　①年次休暇取得状況　 　　②育児休業の取得状況 （平成 19 年度）
平均取得日数 9.9 日 取得者数 取得期間 （注）年度中に新たに取得し

（注）年次休暇の平均取得日数は、平成 19 年 1 月 1 日から 男 女 6カ月超え1年以下 1年超え３年以下 　　　た職員数
       12 月 31 日までの一人当たりのものです。 ０人 ８人 ４人 ４人

Ⅵ　職員の研修と勤務成績の評定の状況
①研修開催状況 ( 平成 19 年度） 平成 20 年度研修計画

独自研修 その他研修 区　分 内　              容
14 件 1,151 人 16 件 61 人

独自研修
新規採用職員研修会、能力開発研修、課長補佐研修、ＣＳ・コンプラ
イアンス研修、人権教育研修、交通安全運転講習、中堅職員通信研修、
中堅職員体験研修、市長とのフリートーキング、人事評価制度研修

　　　（注）受講者は延べ人数です。
②勤務成績の評定の状況
　人事及び昇給・手当へ反映させるための人事評価制度に 市以外が

主催する
研修

管理者研修、主査研修、係長研修、中堅行政職員研修、一般行政職
員研修、新規採用職員研修、財政事務研修、財務会計事務研修、法
制執務研修、税務職員初任者研修、住民税事務研修、税務管理・徴
収事務研修、専門実務研修、政策実務研修

　ついては、平成 19 年度末に構築し終え、平成 20 年度か
　ら本格的に導入して、段階的に処遇への反映を行います。

中野市の人事行政の運営等の状況を公表します
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病
後
児
保
育
に
つ
い
て

　

お
子
さ
ん
の
病
気
が
治
り
か

け
（
回
復
期
）
の
と
き
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
が
お
勤
め
や
冠
婚

葬
祭
な
ど
急
な
用
事
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
お
子
さ
ん
を
自
宅
で

保
育
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
に
、
そ
の
お
子
さ

ん
を
一
時
的
に
預
か
る
「
病
後

児
保
育
」
と
い
う
制
度
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

市
内
で
は
、
私
立
ひ
よ
こ
保

育
園
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
お

り
、病
気
や
け
が
の
「
回
復
期
」

に
あ
る
お
子
さ
ん
を
、
専
用
の

保
育
室
で
、
看
護
師
・
保
育
士

の
専
門
職
員
が
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。

　

勤
務
の
都
合
や
冠
婚
葬
祭
と

い
う
理
由
の
ほ
か
、
傷
病
や
出

産
の
と
き
も
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
病
後
児
保
育
を
利
用
す

る
際
に
は
、
医
師
へ
の
受
診
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
体
調
不
良
の
お
子
さ
ん

を
、
責
任
を
持
っ
て
お
預
か
り

す
る
た
め
で
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

利
用
で
き
る
児
童
や
利
用
時

間
、
料
金
は
お
お
む
ね
次
の
通

り
で
す
。
な
お
、
定
員
は
一
日

四
人
で
、
ま
た
、
医
師
の
診
察

結
果
に
よ
っ
て
は
お
預
か
り
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、

ひ
よ
こ
保
育
園
へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
児
童　

①
市
内
在
住
の
就
学
前
児
童

②
市
外
在
住
で
市
内
保
育
所
及

び
幼
稚
園
に
在
園
す
る
児
童

利
用
時
間

平
日
（
月
～
金
）
の
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

（
午
前
七
時
四
十
五
分
か
ら
午

後
六
時
ま
で
延
長
で
き
ま
す
）

利
用
料　

①
市
内
保
育
所
に
在
園
し
て
い

る
児
童
は
無
料
（
延
長
利
用

料
は
百
円
～
五
百
円
）

②
そ
の
他
の
児
童
（
私
立
幼
稚

園
在
園
児
童
を
含
み
ま
す
）

は
利
用
す
る
時
間
帯
に
よ
り

千
円
～
二
千
円
（
延
長
利
用

料
は
百
円
～
五
百
円
）

問
い
合
わ
せ
先

ひ
よ
こ
保
育
園
☎
�
５
１
５
５

市
役
所
保
育
課
保
育
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
３
）

第
三
回
ぶ
ど
う
祭
り
～
三
十

種
類
の
ぶ
ど
う
が
大
人
気
！

　

九
月
二
十
・
二
十
一
日
、

ア
ッ
プ
ル
シ
テ
ィ
ー
な
か
の
内
、

信
州
・
い
き
い
き
館
で
、
第
三

回
ぶ
ど
う
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
、

同
ぶ
ど
う
部
会
な
ど
が
主
催
し
、

中
野
市
産
の
ぶ
ど
う
の
Ｐ
Ｒ
と

販
売
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
来
場
者
に
ぶ
ど
う
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

午
前
九
時
の
開
店
前
か
ら
大
勢
の

お
客
様
が
訪
れ
ま
し
た
。
ぶ
ど
う

の
直
売
で
は
、
市
内
か
ら
集
ま
っ

た
三
十
種
類
余
り
の
色
と
り
ど
り

の
ぶ
ど
う
の
量
り
売
り
や
、
詰
め

放
題
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
Ｊ

Ａ
お
よ
び
部
会
と
構
成
し
て
い
る

「
中
野
市
き
の
こ
・
果
実
消
費
拡

大
実
行
委
員
会
」
の
事
業
と
し
て
、

ぶ
ど
う
祭
り
の
会
場
で
温
か
い

「
き
の
こ
た
っ
ぷ
り
す
い
と
ん
」

を
来
場
者
に
振
る
舞
い
、
き
の

こ
・
果
実
料
理
の
レ
シ
ピ
の
配
布

や
え
の
き
茸
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
、
き
の
こ
産
地
の
Ｐ
Ｒ
も
行

い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
皆

さ
ん
が
「
ぼ
ん
ぼ
ん
」
の
無
料

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
で
祭
り
を
盛

り
上
げ
、
終
日
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う

る
病
気･･･

。
今
回
は
専
門
の
医

師
を
お
招
き
し
、
医
療
の
分
野
か

ら
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
早

期
発
見
・
診
断
・
治
療
に
は
ど
ん

な
方
法
が
？
周
り
に
心
配
な
方
が

い
た
ら
ど
こ
へ
相
談
に
行
け
ば
い

い
の
？
こ
の
よ
う
な
疑
問
を
皆
さ

ん
で
解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

十
一
月
六
日
㈭

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

三
十
分
（
午
後
一
時
か
ら
受
付
）

会
場　

中
央
公
民
館　

講
堂

 　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
テ
ー
マ
劇

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

演
題　

『
最
近
、
こ
ん
な
こ
と
あ

り
ま
せ
ん
か
？
』

※
認
知
症
の
症
状
と
対
応
に
つ
い

て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
寸
劇
を
行
い
ま
す
。

○
講
演
会

時
間　

午
後
二
時
か
ら

演
題　
『
認
知
症
を
知
ろ
う
～
早

め
の
気
付
き
と
対
応
の
大
切
さ
～
』

講
師　

北
信
総
合
病
院
神
経
内
科

医
長　

山
嵜
正
志　

先
生

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

第
２
回
　
認
知
症
を
考
え
る
会
を
開
催
し
ま
す

　

来
年
四
月
か
ら
新
た
に
保
育
所

に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入

所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、育
児
休
業
の
終
了
な
ど

の
た
め
年
度
途
中
か
ら
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
、四
月
か
ら
保
育
所

を
移
り
た
い
方
も
、こ
の
期
間
中

に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、定
員
を
超
え
る
申
し
込

み
が
あ
っ
た
保
育
所
に
つ
い
て
は
選

考
と
な
り
、ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

十
一
月
十
日
㈪
～
十
一

月
二
十
五
日
㈫

入
所
基
準　

保
護
者
お
よ
び
同
居

の
家
族
が
仕
事
や
病
気
な
ど
の
都

合
に
よ
り
、家
庭
で
保
育
で
き
な
い

児
童

保
育
時
間　

午
前
八
時
三
十
分
～

午
後
四
時
三
十
分（
土
曜
日
は
正

午
ま
で
）

長
時
間
保
育
が
必
要
な
方
は
・・・

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
長
時
間
保

育
が
必
要
な
方
は
、入
所
申
込
書

と
一
緒
に「
長
時
間
保
育
申
込
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
場
合
、

通
常
保
育
料
の
ほ
か
に
、長
時
間
保

育
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、入
所
を
希
望
し
た
保
育

所
で
の
長
時
間
保
育
希
望
者
が
五

人
未
満
の
と
き
は
、他
の
保
育
所

に
移
っ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

入
所
申
込
書
等　

十
月
二
十
七
日

㈪
か
ら
、各
保
育
所
、市
役
所
保
育

課
、豊
田
支
所
地
域
振
興
課
、各
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
用
意
い
た
し

ま
す
。

入
所
申
込
書
受
付
場
所

各
保
育
所
、市
役
所
保
育
課

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
保
育
課
保
育
係

☎
�
２
１
１
１（
内
線
２
９
３
）

保育園名 所在地 電話
み な み 保 育 園 新野 ３３５ 26－2187
平 野 保 育 園 片塩 ４1 22－6３02
西 町 保 育 園 三好町 1－6－10 22－３３2４
松 川 保 育 園 中野 1４61－1 22－22４8
みよし 保 育 園 三好町 2－４－９ 22－３2４４
高 丘 保 育 園 草間 1５02 22－27３1
長 丘 保 育 園 壁田 1５7３－３ 22－6３９0
平 岡 保 育 園 間長瀬 ４９6-2 26－2５2５
たかやしろ保育園 赤岩 1５2５－2 22－6611
永 田 保 育 園 永江 1861 ３8－2５３0
豊 井 保 育 園 豊津 ３07９－1 ３8－212３
私立ひよこ保育園 東山 11３４－４ 2４－５1５５
※西町保育園および、みよし保育園について

は、平成2４年３月で閉園し、新たに一保育
所を西条運動公園へ設置し、同年４月から
開園する予定です。

☆市内保育園の所在地等☆

保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

～
受
付
が
始
ま
り
ま
す
～

考査区分 採用予
定人員

受　験　資　格（※） 第一次考査
申込受付期間年　　齢 住所要件 次の要件を全て満たす者 科目 日時・場所

初
　
　
級

一般事務
（障害者

対象）
１名

日本国籍を有
する者で、昭
和 ５6 年４月
２日から平成
３年４月１日
までに生まれ
た者

平成 20 年５月
１日現在、中
野市に住民登
録があり、将
来にわたって
居住する予定
の者（勉学な
どで他へ居住
している者を
含む）

①身体障害者手帳の交付
を受け、その障害の程
度が１～６級までの者
又は療育手帳の交付を
受けている者

②自力により通勤がで
き、介護者なしで職務
遂行が可能な者

③受験案内の活字と同じ
大きさによる印刷文の
出題に対応できる者

・教養
・論文
・性格診断
・職場適応
　性検査
・資格検査

11月９日㈰ 
午前８時４５分

中野市役所
会議室

10月６日㈪

～

10月17日㈮

職員採用選考考査
　平成 21 年度採用予定の障害者を対象とした市職員採用選考考査を行います。受験を希望される方は、
選考考査申込書により申し込みをしてください。選考考査申込書は、市役所庶務課、市民ホール総合窓
口案内、支所地域振興課、西部公民館、北部公民館、永田窓口サービスステーションおよび市公式ホー
ムページにあります。

受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　☎ （22） ２１１１（内線 209・213）

▲ぶどうとえのき茸のプレ
ゼントの長い行列

（※）受験資格については、受験案内または市公式ホームページで詳細を確認してください。
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　シルバー人材センターでは、高齢者にふさわしいさまざまな仕事をお受けし
ています。短期間または、ちょっと「こんな仕事をしてほしい」そんな時、ま
ずはお気軽にご連絡ください。できる限りご要望に応えさせていただきます。

 センターの役割
　高年齢者が生涯にわたり、活動し、社会の一員として
役立つことは健康の維持、増進をもたらします。多様な
社会活動に参加する機会を確保することは、活力ある地
域社会を築き上げるためにも重要なことです。
　シルバー人材センターの役割は、まさにその点にあり、
また、働くことを通じて高齢者の健康で生きがいのある
生活を実現し、ひいては医療・介護の財政軽減へとつな
がっていきます。
　シルバーの会員は、福祉の受身にとどまることなく、
積極的に「社会の担い手」となることを目指し、地域社
会に密着したさまざまな要望に応えた就業をとおして、
自らのいきがい、地域の発展に貢献しています。
　これからも、地域に根ざしたシルバー事業を進めてい
きます。

 シルバー人材センター早わかり
◎法律に基づく、公益的・公共的な団体（社団法人）で

す。　　
◎健康で働く意欲のある中野市、山ノ内町に居住する原

則 ６０ 歳以上の方が入会いただけます。
◎会員が、自主的、主体的に運営に参画します。
◎会員は引き受けた仕事を完了させ、その仕事の内容に

応じた配分金（賃金）を受け取ります。

お引き受けする主な仕事

　ただいまセンターでは、定年退職された
方等でバリバリの会員さんを募集していま
す。今までの経験を生かした豊かな第二の
人生を送ってみませんか。
※毎月第２火曜日に新入会員説明会を行っ 
　ています。

（社）中野広域シルバー人材センター
事務所　中央２丁目１番 36 号
　　　　（信州中野郵便局・北向い）
電　話　（２３）０４６８
ＦＡＸ　（２３）００４１

　　 平成 19年度実績
会員数　　　　 　1,064 名
受注件数　　 　　4,359 件
契約金額　　 519,771 千円

▲▼斑尾ふるさとまつり（６月1日）
でのＰＲ活動の様子　

　　地域に密着した活動をしています
一般事務、宛名書き・賞状書
き・式次第書き・調査

事務筆耕草取り、清掃、除雪、きのこ作業、
農作業、片付け・荷造り・運搬、
包装・梱包

軽 作 業

シルバー人材センターを
　　　　　　　　ご利用ください

あなたもシルバー人材センター
で仕事をしてみませんか

植木の剪定・消毒・冬囲い、襖・
障子の張替え・表装、塗装、大
工仕事、機械草刈り

技能業務

経理事務、自動車運転、看護師、
各種講師、施設保守点検

専門技術

遺跡発掘、ホテル・旅館サービ
ス、家事援助・介護・育児支援

サービス業務

駐車場管理、施設・商品管理、
日直・宿直、倉庫管理

管理業務

配達、販売、催し物準備・片
付け、チラシ配り

諸業務

介護予防講座（さんさん講座）
みんなで楽しみながら健康な体をつくりましょう

平成

年度
２０

＜後期＞

　申し込み方法　市役所健康長寿課長寿支援係（中野保健センター内）へお申込ください
　　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線２４３）

❶健康クッキング教室（全５回）
　栄養バランスを考えた料理を、みんなで楽
しく作りましょう！
　食生活と健康について考えます。
　料理で “ 心うきうき　心なごみ ” そんな楽
しい時間を一緒に過ごしませんか。

期　日　1０ 月 21 日㈫、11 月 18 日㈫、
　　　　　　　　12 月４日㈭、平成 21 年１月 21 日㈬、
　　　　２月 18 日㈬
時　間　午前 1０ 時～午後１時
会　場　中野保健センター
講　師　市役所健康長寿課
　　　　管理栄養士　金子麻美
対象者　６5 歳以上の方
定　員　15 人
その他　１回につき4００円の自己負担があります。

❷やさしいピラティス（全４回）

　高齢者の方を対象に、今話題のピラティス
を、やさしく分かりやすく教えます。
　初めての方でも大丈夫。一緒に楽しく、健
康な体を目指しましょう。

期　日　1０ 月 22 日、1０ 月 29 日、11 月５日、
　　　　　　　　11 月 12 日（全水曜日）
時　間　午前 1０ 時～ 11 時 15 分
会　場　中野保健センター
講　師　宮崎栄子先生
対象者　６5 歳以上の方　
定　員　15 人
持ち物　バスタオル（お持ちの方はヨガマット）、
　　　　タオル（お風呂で体を洗う位の大きさ
　　　　のタオル）、水分補給用の飲み物（水筒
　　　　やペットボトル）

❸考古学を学ぼう（全４回）
　柳沢遺跡から銅戈、銅鐸が発見さ
れ、全国的な話題となりました。
　その話を交えながら、今回の講座
は考古学のイロハを勉強します。
　楽しみながら考古学を勉強しま
しょう！

期　日　1０ 月 17 日㈮、11 月 14 日㈮、
　　　　　　　　12 月５日㈮、
　　　　平成 21 年１月 14 日㈬
時　間　午前10時～正午
会　場　中野保健センター
講　師　歴史民俗資料館
　　　　副館長　中島庄一
内　容　第１回　土器の話
　　　　第２回　石器の話
　　　　第３回　遺跡の話
　　　　第４回　考古学は何をするの
　　　　　　　　だろう
対象者　65歳以上の方
定　員　15人
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子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
児童生徒数の変動の歴史

児
童
生
徒
数
の
推
移

　

戦
後
か
ら
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
を
見

て
み
る
と
、
小
学
校
の
児
童
数
は
、
昭
和

三
十
三
年
の
七
千
六
十
人
を
ピ
ー
ク
に
、

昭
和
四
十
八
年
ま
で
急
速
に
減
少
が
続

き
、
そ
の
後
昭
和
五
十
七
年
ま
で
微
増
傾

向
で
推
移
し
た
も
の
の
、
以
後
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
の
生
徒
数
は
、
昭
和
三
十
七
年

の
三
千
七
百
八
十
三
人
を
ピ
ー
ク
に
昭
和

四
十
五
年
ま
で
減
少
が
続
き
、
そ
の
後
横

ば
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
平
成
六
年
に

は
二
千
人
を
下
回
り
、
以
後
減
少
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
五
月
一
日
現
在
の
児
童
生

徒
数
は
、
児
童
数
二
千
八
百
六
十
九
人
、

生
徒
数
千
四
百
七
十
五
人
と
な
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る

と
、
児
童
数
は
約
四
十
㌫
、
生
徒
数
は
約

三
十
九
㌫
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
区
別
の
児
童
生
徒
数
の
推
移

　

各
中
学
校
区
別
の
児
童
生
徒
数
の
推
移

を
見
て
み
る
と
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　時代の推移と地域社会、家庭生活の変化に連動して、児童生徒数は常に変動しています。
　戦後 ６０ 年の歴史の中で、児童生徒数がどのように変わってきたのか見つめてみたいと思います。

市内の小中学生数の推移

年度 昭和 33 年度 昭和 37 年度 昭和 41 年度 昭和 45 年度 昭和 49 年度 昭和 53 年度 昭和 57 年度 昭和 ６1 年度 平成 2 年度 平成 ６ 年度 平成 1０ 年度 平成 14 年度 平成 18 年度 平成 2０ 年度
小学生数 7,060 5,543 4,647 4,346 4,077 4,242 4,527 4,343 3,935 3,586 3,303 3,007 2,941 2,869 
中学生数 2,898 3,783 2,769 2,254 2,094 2,035 2,152 2,255 2,118 1,968 1,843 1,718 1,445 1,475 

計 9,958 9,326 7,416 6,600 6,171 6,277 6,679 6,598 6,053 5,554 5,146 4,725 4,386 4,344 

南宮中学校区 ( 中野、日野、延徳地区 )
年度 小学生数 中学生数 計

昭和 48 年度 1,895 953 2,848 
昭和 53 年度 2,009 921 2,930 
昭和 58 年度 2,074 1,033 3,107 
昭和 ６3 年度 1,879 1,072 2,951 
平成 5 年度 1,645 951 2,596 
平成 1０ 年度 1,412 813 2,225 
平成 15 年度 1,256 707 1,963 
平成 2０ 年度 1,292 614 1,906 

中野平中学校区 ( 平野、高丘地区 )
年度 小学生数 中学生数 計

昭和 48 年度 684 370 1,054 
昭和 53 年度 767 384 1,151 
昭和 58 年度 860 412 1,272
昭和 ６3 年度 836 464 1,300
平成 5 年度 734 442 1,176
平成 1０ 年度 825 412 1,237
平成 15 年度 880 406 1,286
平成 2０ 年度 769 437 1,206

高社中学校区 ( 長丘、平岡、科野、倭地区 )
年度 小学生数 中学生数 計

昭和 48 年度 1,029 575 1,604 
昭和 53 年度 1,011 498 1,509
昭和 58 年度 1,049 517 1,566
昭和 ６3 年度 923 534 1,457
平成 5 年度 780 478 1,258
平成 1０ 年度 713 408 1,121
平成 15 年度 605 354 959
平成 2０ 年度 551 310 861

豊田中学校区（豊津、上今井、永田地区 )
年度 小学生数 中学生数 計

昭和 48 年度 450 341 791
昭和 53 年度 455 232 687
昭和 58 年度 474 237 711
昭和 ６3 年度 443 234 677
平成 5 年度 416 239 655
平成 1０ 年度 353 210 563
平成 15 年度 274 161 435
平成 2０ 年度 257 114 371

中学校区別の児童生徒数の推移

（学校基本調査から）
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植木の剪定・冬囲い・片付け・運搬・襖、障子の張
替え・表装・ペンキ塗り・大工仕事・左官仕事・植
木の消毒 

   技能業務 
 

 

  

介
護
予
防
の

  

情
報
か
わ
ら
版

元
気
も
り
も
り
教
室

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
６
）

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
方
な

ど
を
お
誘
い
し
て
、
月
二
回
ず
つ

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

帯
の
瀬
ハ
イ
ツ
や
も
み
じ
荘
に

出
か
け
て
入
浴
や
昼
食
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
軽
体
操
、
大
人
の

ド
リ
ル
、
写
経
、
音
楽
、
き
り
え
、

手
芸
、
工
作
、
健
康
講
座
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
に
よ
っ
て
講
師
を
お
招
き

し
た
り
、
利
用
者
仲
間
の
中
で
得

意
な
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

指
導
員
が
お
手
伝
い
し
た
り
と
、

み
ん
な
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を

話
し
合
っ
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
十
グ
ル
ー
プ
八
十
五
人
の

方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
バ
ス
で
お
迎
え
に
来
て
も
ら
う

の
で
出
か
け
ら
れ
る
。

○
同
年
代
の
人
と
話
が
で
き
て
気

持
ち
が
和
む
。

○
大
病
の
後
、
誘
っ
て
も
ら
い

段
々
元
気
に
な
っ
て
き
た
。
今

で
は
一
番
の
楽
し
み
に
な
っ
て

い
る
。

○
日
中
一
人
で
テ
レ
ビ
以
外
相
手

が
い
な
く
て
寂
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
は
気
持
ち
が
明
る
く
な

っ
て
、
行
く
日
を
心
待
ち
に
し

て
張
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
。

○
お
口
の
健
康
講
座
で
は
、
自
分

の
口
の
中
の
細
菌
を
画
面
で
見

せ
て
も
ら
っ
て
、
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
い
よ
う
と
思
っ
た
。

○
懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
時
は
、

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
も
話
す
こ

と
が
で
き
て
心
が
温
か
く
な
っ

た
。

○
皆
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
で
気

持
ち
が
明
る
く
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
元
気
で

暮
ら
し
た
い
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
楽
し
く
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を

持
ち
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
、
仲
間
づ
く
り
や
気
分
転
換
を

し
て
楽
し
む
こ
と
で
、
心
と
体
の

元
気
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

　

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、
か
ら
だ
の
動
き
が
悪
く
な
っ
た
な
ぁ
、
色
ん
な
こ
と
が
お
っ
く
う
に
な

っ
た
な
ぁ･･･

、
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
方
は
「
介
護
予
防
教
室
」
に
参
加
し
て
、

一
緒
に
イ
キ
イ
キ
と
毎
日
の
生
活
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
市
が
開
催
し
て
い
る
介
護
予
防
教
室
『
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
閉
じ
こ
も
り
認
知

症
予
防
）
』
、
『
元
気
も
り
も
り
教
室
（
運
動
器
機
能
向
上
）
』
の
様
子
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。　

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

　
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

　

理
学
療
法
士
、
健
康
運
動
指
導

士
、
保
健
師
と
相
談
を
行
い
、
一

人
ひ
と
り
の
目
標
や
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
週
一
回
の
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
プ
ー

ル
で
の
水
中
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
骨
や
筋

肉
が
弱
く
な
っ
た
り
、
関
節
が
硬

く
な
り
が
ち
で
す
が
、
水
に
入
る

と
、
水
の
特
性
で
あ
る
浮
力･

水

圧･

抵
抗
な
ど
の
刺
激
が
体
に
働

く
の
で
、
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
、

水
中
運
動
は
最
適
な
運
動
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
中
で
は
浮
力
に
よ
り
、
肩
ま

で
水
に
つ
か
る
と
体
重
五
十
㌕
の

人
は
足
首
・
腰
に
か
か
る
負
担
は

五
㌕
と
約
十
分
の
一
に
な
り
ま
す

し
、
腰
ま
で
水
に
つ
か
る
だ
け
で

も
、
二
分
の
一
の
負
担
に
減
少
し

ま
す
。
足
腰
に
痛
み
の
あ
る
方
で

も
安
心
し
て
楽
に
運
動
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
圧
に
よ
り
血
液
の
循

環
も
よ
く
な
り
ま
す
。
体
中
に
行

き
渡
っ
た
血
液
は
筋
肉
の
収
縮
の

助
け
を
か
り
て
心
臓
に
戻
り
ま
す

が
、
水
中
で
水
圧
の
影
響
を
受
け

た
足
は
、
外
部
か
ら
の
圧
力
を
加

え
ら
れ
る
形
と
な
り
、
心
臓
へ
血

液
が
戻
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
水
中
に
立
っ
て
い
る
だ

け
で
も
、
水
圧
に
よ
り
、
全
身
の

血
流
が
よ
く
な
る
こ
と
で
、
む
く

み
を
取
っ
た
り
、
血
圧
を
下
げ
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
水
中
運
動
は
、
血
液
循
環

が
悪
く
な
り
が
ち
な
高
齢
者
の
方

に
と
っ
て
は
、
最
適
な
運
動
と
言

わ
れ
ま
す
。

　

プ
ー
ル
は
三
十
三
～
三
十
五

度
の
温
水
で
、「
熱
い
」
と
も
、

「
冷
た
い
」
と
も
感
じ
な
い
心
地

の
よ
い
水
温
で
す
。

　

楽
し
く
運
動
を
行
い
な
が
ら
、

心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

参
加
者
の
方
か
ら
は
、

○
運
動
後
は
体
が
軽
く
感
じ
る

○
杖
を
使
わ
ず
に
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
た

○
肩
こ
り
が
治
り
、
姿
勢
が
良
く

な
っ
た

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
毎
日

の
生
活
の
中
に
上
手
に
運
動
を
取

り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▲▼プールで楽しく運動

　

両
教
室
と
も
、
教
室
会
場
と
ご

自
宅
間
の
送
迎
は
、
市
で
行
っ
て

い
ま
す
。

▼

陸
上
で
は
重
い
と
感
じ
て
し
ま
う
足
上
げ
が
、
水
中
で
は
こ
ん
な
に

　

 

軽
や
か
に
上
が
り
ま
す

（陸上） （水中）



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
月
の
兎
ス
ト
ラ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

10
月
15
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
ト
マ
ト
作
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
小
林
進
さ
ん
に
お
話
し
を
お

聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

ト
マ
ト
十
㌃
、
ナ
シ
二
十
㌃
、
ブ
ド

ウ
二
十
㌃
、
ア
ス
パ
ラ
十
㌃
、
水
稲

三
十
三
㌃
、
エ
ノ
キ
三
万
本
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

ト
マ
ト
、
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
（
平
成

十
六
年
度
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

農
業
自
体
が
環
境
に
や
さ
し
い
で
す

が
、
さ
ら
に
環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型

農
業
に
取
り
組
み
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取
得
し
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

キ
ノ
コ
の
使
用
済
み
培
地
を
利
用
し

た
循
環
型
農
業
に
よ
る
土
づ
く
り
、
減

農
薬
、
ト
ラ
ッ
プ
テ
ー
プ
に
よ
る
害
虫

の
除
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

味
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
口
食
べ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
、
や

め
ら
れ
な
い
味
を
目
指
し
て
作
っ
て
い

ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

良
質
な
商
品
作
り
と
、
経
営
安
定
と

生
産
規
模
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

最
近
の
原
油
高
騰
に
よ
り
、
資
材
が

値
上
が
り
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
対

す
る
何
ら
か
の
方
策
を
講
じ
て
ほ
し
い

で
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

今
は
、
食
の
安
全
、
安
心
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内
の
農
産
物
は

お
い
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

地
産
地
消
で
旬
の
野
菜
、
果
物
を
食
べ
ま
せ
ん
か

小林　進　さん
こばやし　すすむ　（下小田中）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
３
番
19
号

　
中 

野 

市 

役 

所

　   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手

環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ .13

問
題

平
成
19
年
度
決
算
に
お
け

る
一
般
会
計
の
歳
出
額
は

●
●
●
億
●
●
●
●
万
円

エコファーマー

認定マーク

髙野敦子 さん

柴本　得さんから紹介された

（看護師・三ツ和）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.42

　　

中野小学校　４年
池田　愛梨さん

　

わ
た
し
の
し
ょ
う
来
の
ゆ
め

は
、
よ
う
ち
園
の
先
生
で
す
。

わ
た
し
は
、
小
さ
い
子
が
大
す

き
で
、
２
才
の
い
と
こ
も
よ
く

遊
ん
で
い
ま
す
。
わ
た
し
の
所

に
あ
ま
え
て
く
る
の
が
と
て
も

か
わ
い
い
で
す
。
お
ね
え
ち
ゃ

ん
の
ゆ
め
が
わ
た
し
と
同
じ
ゆ

め
で
、
前
に
一
度
た
い
け
ん
に

い
っ
て
み
た
そ
う
で
す
。

　

最
初
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
き
ら

わ
れ
ち
ゃ
う
か
な
、
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
か
な
と
、
思
っ

た
そ
う
で
す
。
で
も
、
み
ん
な

が
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
っ
て
い
た
か

ら
自
ぜ
ん
と
う
ま
く
や
っ
て
い

け
た
そ
う
で
す
。

　

よ
く
、
よ
う
ち
園
の
子
達

が
、
「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
た
の
し

い
�
や
さ
し
い
�
お
も
し
ろ
い

�
」
と
い
っ
て
く
れ
て
お
ね
え

ち
ゃ
ん
は
心
が
ほ
っ
と
し
た
そ

う
で
す
。

　

だ
か
ら
わ
た
し
は
、
や
さ
し

く
て
楽
し
い
、
そ
ん
な
み
ん
な

に
安
心
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
運
動
や
勉
強

を
が
ん
ば
っ
て
、
な
ん
で
も
で

き
る
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

No.13

ようち園の子はみんなニッコリ

書
道
如
水
会
と
は

　

さ
ま
ざ
ま
な
書
の
団
体
や
会
派
、
個
人

で
指
導
し
て
い
る
方
、
書
の
同
好
者
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
約
五
十
年
以
上
前
か
ら

存
続（
会
則
は
昭
和
五
十
三
年
三
月
発
足
）

し
て
い
ま
す
。
毎
年
交
互
に
、
講
演
会
や

講
習
会
、
展
覧
会
な
ど
を
開
催
し
、
ま
た
、

市
民
書
道
展
の
作
品
審
査
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
会
員
は
五
十
一
名
で
す
。

会
長
が
語
る
書
道
の
魅
力
と
は

　

書
の
魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
墨
の
香
り

に
浸
り
な
が
ら
筆
に
集
中
す
る
こ
と
で
、

心
静
か
に
雑
念
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
す
。
欲
を
持
た
な
く
て
は
上
達
し
な

い
し
、
欲
を
出
し
て
上
手
く
書
こ
う
と
す

る
と
良
い
字
が
書
け
な
い
と
い
う
難
し
さ

が
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
一
生
か
か
っ
て

も
究
め
尽
く
せ
な
い
難
し
さ
が
魅
力
で
す
。

継
承
～

　
　
中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

書
道
を
世
界
に
誇
る
日
本
の
伝
統
文
化

と
し
て
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
。
伝
統
を
守
る
こ
と
は
大
切
で

す
が
、
で
き
る
だ
け
敷
居
を
低
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
漢

字
と
仮
名
を
交
え
た
調
和
体
の
よ
う
に
、

誰
で
も
読
め
る
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
が
書
の

世
界
で
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
殻
を
破
っ

て
い
く
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
に
理
解
し

て
も
ら
い
、
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
に
は
、
書
を
部

屋
の
中
に
飾
る
な
ど
し
て
、
生
活
の
中
に

書
を
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
書
道
に
取
り
組
む
目
的
が
展
覧
会

に
出
品
す
る
こ
と
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
思

い
ま
す
。
展
覧
会
は
あ
く
ま
で
き
っ
か
け

で
あ
り
、
練
習
の
過
程
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
己
を
磨
き
、
自
分
の
書
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
書
を
習
う
こ
と
が
生

活
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
と
だ
め
だ
と

思
い
ま
す
。
生
活
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

と
、
伝
統
を
守
る
こ
と
と
調
和
が
と
れ
て

こ
そ
、
人
々
に
親
し
ま
れ
愛
さ
れ
る
日
本

の
文
化
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
五
回　

書
道
如
水
会

▲会長の太田舛次先生

①自己紹介
　夫と子ども３人の５人家族です。アウト
ドアが好きで、家族でキャンプやスキーを
楽しんでいます。
②今後チャレンジしたいこと
　小学生にバレーボールを教え始めまし
た。人とボールをつなぐバレーボールの楽
しさを教えられればいいなと思います。
③これからのまちづくりに望むこと
　我が家では冬に向けて、自然を生かした
薪ストーブを検討しています。そのため、
薪を調達できる農家などを紹介してくれる
ような窓口があればいいなと思います。



小学校運動会

▼全力でグラウンドを駆け抜ける子どもたち

　９月13日、中山晋平記念館において、鈴むしコンサー
トが行われました。これは、晋平先生が昭和６年頃から
22年まで愛用していたグランドピアノのリニューアルを
記念して行われたものです。当日は、長野フィル音楽ボ
ランティアの皆さんによるヴァイオリン、クラリネット、
ピアノの演奏、また、筝曲演奏家による筝の演奏が行わ
れました。会場を訪れた皆さんは、楽器の美しい音色と
鈴虫の鳴き声に心を和ませていました。

鈴むしコンサート

▲鈴むしと楽器の美しい音色が会場を包み込みました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成20年10月号25 平成20年10月号 24

信濃グランセローズ地域貢献活動

▲西町保育園で草取りをする選手の皆さん
　９月17日、西町保育園において、県民球団・信濃グラ
ンセローズによる地域貢献活動が行われました。
　当日は、監督をはじめ、コーチ、マネージャーそして
選手の皆さんにより、敷地内の草取りが行われた後、園
児と選手の皆さんが一緒になって、玉入れなどのレクリ
エーションが行われました。園児たちは、晴れ渡る青空
の下で、憧れの野球選手の皆さんと触れ合いながら、と
ても嬉しそうな表情をしていました。

　９月20日、市内11小学校で運動会が行われました。ま
ず、全員でストレッチ体操を行った後、かけっこや綱引
き、玉入れ、綱引き、大玉送りなど、紅白それぞれの組
に分かれて競技を行いました。当日は、立っているだけ
でも汗ばむほどの好天に恵まれ、この日のために演習を
重ねてきた子どもたちは、地域の皆さんや、応援に駆け
つけた家族の前で、精一杯元気良く練習の成果を発表し
ていました。　　　　　　　　　（写真：平野小学校）

交通安全議員団による啓発活動

▲高齢者の事故防止や飲酒運転根絶などを訴えました
　９月24日、市役所南の県道中野小布施線において、中
野市交通安全議員団による啓発活動が行われました。こ
れは、秋の全国交通安全運動に併せて行われたもので、
　当日は、市議会議員や中野警察署長のほか関係者約20
人が参加する中、行き交うドライバーへチラシやティッ
シュを配りながら、交通事故防止や交通安全を呼びかけ
ました。この活動は、昭和46年から始まり、毎年春、秋
に２回実施されています。

信州中野環境祭
▼中野市初の総合環境イベント

　９月28日、中野市市民会館において、中野市初の総合
環境イベント「信州中野環境祭」が行われました。これ
は、「楽しむことからはじめよう」をテーマに、環境全
般に関する啓発を趣旨として行われたものです。
　当日、会場には各種講座をはじめとして、体験、映像、
展示、フリーマーケットなどのコーナーなどが設けられ、
会場を訪れた大勢の皆さんは、イベントを楽しみながら
環境問題の大切さをじっくりと考えていました。

高齢者祝賀事業（祝品配布）

▼今年度 100 歳を迎える小林ゑいさん（西条）
　敬老の日の９月15日、高齢者祝品贈呈が行われました。
当日は、青木市長をはじめ、市の理事者、市職員が祝品
贈呈の対象となられた皆さんの各家庭に訪問し、祝状、
祝品をお渡しして長寿を祝いました。
　今年度、市内で88歳（米寿）を迎えられる皆さんは
213人、99歳以上の皆さんは28人いらっしゃいます。ま
た、開催時期はそれぞれですが、各地区では地区敬老会
が行われ、長寿をお祝いしました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

柳沢遺跡 銅戈・銅鐸 現地説明会
　９月20日・21日、柳沢遺跡発掘調査現場の現地説明会
が行われました。今回は、新たに発見された銅鐸の破片
や弥生時代の墓である礫床木棺墓群などが公開されま
した。20日は約130人が会場を訪れ、長野県埋蔵文化財
センターの調査員による案内のもと、発掘現場の見学会
が行われました。また、翌21日は朝から雨のため、展示室
での説明会となりましたが、会場を訪れた大勢の皆さん
は、調査員の説明を熱心に聞いていました。

表紙の説明



市役所☎２２－２111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

平成20年10月号27 平成20年10月号 26

有料広告欄

次回申込期限　10 月 31 日㈮  午後５時 30 分
広報なかの掲載号　12 月４日㈭ 発行の 12 月号～
ホームページ掲載日　12 月１日㈪～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「広報なかの」「市公式ホームページ」
広 告 募 集 中 ！

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《10月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害鳥駆除（カラス、ムクドリほか）
実施日　11日㈯、19日㈰、25日㈯
対象区域　中野地域（農地周辺）
※豊田地域は別途実施
駆除時間　日の出より概ね２時間
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)
実施日　8日㈬、22日㈬
対象区域　栗和田から桜沢までの山際
駆除時間　午後１時30分から概ね２
時間
※駆除実施中は、銃器を使用するた
　め大変危険ですので、駆除時間に
　は対象区域に近づかないようご協
　力をお願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事務局
　　（市役所農政課内・内線251）

有料広告欄

音声告知放送について

信州中野景観展　－草津道と疎水(みず)の流れ－
　草津道（くさつみち）は、市内を横断し、志賀の山を越えて群馬県草津
へと続く道です。
　この草津道や、疎水百選に選定されている八ヶ郷用水沿いの景観を撮影
した写真展を開催しますので、ご来場ください。
期間　10月15日㈬～26日㈰（火曜日休館）
時間　午前10時～午後６時　※26日㈰は午後５時まで
会場　中野陣屋・県庁記念館
※10月25日㈯開催の「なかの景観ウォーキング2008 ～松代街道（湯街道）

を歩こう～」の参加者を10月20日㈪まで先着順で募集中です。詳しくは
広報なかの９月号をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
問　中野市景観･美化推進協議会（市役所都市計画課内・内線273）

住宅・土地統計調査の
実施について
　10月１日を基準日として、「平成
20年住宅・土地統計調査」を行って
います。
　調査対象となったお宅には、調査
員から調査票が配布されております
が、調査票へは漏れが無いよう正確
にご記入いただきますよう、ご協力
をお願いします。
　ご記入いただいた調査票は後日調
査員が回収に伺いますので、調査員
が伺いましたらお渡し下さい。
問　政策情報課統計交流係（内線217）

ぽんぽこの湯
臨時休業のお知らせ

休業日　10月20日㈪～24日㈮
　施設点検、修繕等のため、臨時
休業となります。
　また、マレットゴルフ場および
ログコテージについても併せて休
業となります。
問　間山温泉ぽんぽこの湯
　　☎（23）２６8６

■音声告知端末機の設置場所
　現在、各世帯への引込線工事、音声告知端末機設置を順次行っています。
　これから設置する世帯においては、あらかじめ各世帯で相談のうえ、引
込線の取り付け場所、端末機の設置する場所を決めておいてください。
　設置電気工事店が伺った時に、スムーズに設置することができますので、
ご協力をお願いします。
■音声告知放送の試験放送について
　現在、設置後一定期間試験放送を行っています。「試験放送が聞こえない」

「音が聞きづらい」や不明な点などありましたら市役所政策情報課までご
連絡ください。

問　政策情報課情報係（内線 217）

販売品(定価)　『農業日誌』『ファ
ミリー日誌』（各１冊1,400円）
『新農家暦』（１冊490円）
予約締切　10月31日㈮
問・□申　農政課農政振興係(内線253)

平成 21年版農業日誌

子ども英会話教室
期間　10月28日から12月16日まで
の毎週火曜日（全8回）
時間　午後４時30分～５時10分
会場　中野市人権センター
講師　浦野陽子さん
参加費　無料
定員　10名
対象者　市内在住の４・５歳の幼児
（初めて参加される方）
申込方法　10月14日㈫以降電話また
は直接来館してお申し込み下さい。
※先着順で定員になり次第締め切り
問　中野市人権センター
　　☎（26）２２8７

いきいき健康体操教室
　体を伸ばすなど無理なくできるス
トレッチ体操や、家庭にあるものを
使ってできる運動をします。楽しく
体を動かしましょう。
期間　10月20日、27日、11月10日、
17日の月曜日（全４回）
時間　午前10時～11時
会場　中野市人権センター
講師　黒岩あずささん
参加費　無料
定員　15名
参加者　市内在住概ね60歳前後の方
持ち物　大きめのバスタオル（敷い
て使います。）、水分補給のための
水かお茶、フェイスタオル
申込方法　10月14日㈫以降電話また

　長野県に関する豊富な資料等を掲
載した県民手帳の予約を受け付けて
います。
価格　500円（税込）
仕様　13.8cm×7.8cm
予約締切　10月15日㈬
配布時期　11月中旬(予定)
※現在、各区においても回覧により
　予約を受け付けています。
　詳細は回覧のチラシをご覧下さい
問・□申　政策情報課統計交流係(内線217)

平成 21年版県民手帳
は直接来館してお申し込み下さい。
※先着順で定員になり次第締め切り
問　中野市人権センター
　　☎（26）２２8７

■緊急地震速報の試験・訓練放送の実施について
　全国瞬時警報システム（J-ALERT）による緊急地震速報を想定し
た、試験・訓練放送を実施します。
～試験・訓練放送ですので、お間違えのないよう注意してください～
日時　　平成20年10月27日㈪　午前10時（予定）
内容　　近隣で震度５弱の大地震の発生が推測され、中野市が震度４
　　　　であると推定されたことを想定した放送
※詳しくは、10月中旬に全戸配布しますチラシをご覧ください。
　また、３日前から防災無線及び音声告知放送でも事前にお知らせし
　ます。

■全国瞬時警報システム（J
ジェイ
-A
ア ラ ー ト
LERT）による緊急放送について

　～11月1日から本格運用を開始します～
　全国瞬時警報システム（J-ALERT）は、緊急地震速報、弾道ミサ
イル発射情報等といった、対処に時間的余裕のない事態に関する緊急
情報を、国が人工衛星を用いて送信し、市防災行政無線、音声告知放
送センター装置を自動起動することにより、サイレンや音声放送で住
民に緊急情報を瞬時に伝達し、早期の避難や被害の最小化に役立てよ
うとするものです。
　詳しくは、総務省消防庁ホームページをご覧ください。
　ＵＲＬ　http://www.fdma.go.jp/
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10月31日㈮は平成20年度市県民税第3期と国民健康保険税第4期の納期限です。お忘れなく。

持ち物　筆記用具、雨具、水筒、軍手、
用意できる人は双眼鏡または望遠鏡
受付方法　個人参加については当日受
付を行い、グループで参加する場合は、
10月14日㈫までに電話等でお申し込みください。
その他　草花、鳥類とも専門の講師が説明します。
※詳しくは、お問い合わせください。
問　北信濃ふるさとの森文化公園一帯活性化懇話会事務局
　　（市役所文化公園整備推進室内・内線276）

自生する草花や生息する野鳥の観察会
　観察会をとおして、北信濃ふるさとの森文化公園一帯
の、身近な里山の豊かな自然を学び親しみます。
　遊歩道を散策して四季折々の自然に触れてみませんか？
日時　10月19日㈰　午前9時～11時　小雨決行
会場　文化公園・浜津ヶ池公園一帯
定員　先着５0名（参加費無料）
受付　浜津ヶ池公園市民センター（午前8時40分～9時）
　　　※駐車場は、浜津ヶ池公園市民センター北側駐車場
服装　長袖・長ズボン・運動靴等

市営住宅入居者募集
　空き住宅および11月から来年1月
までに明渡しのあった市営住宅の入
居者を募集します。
募集期間　10月2日㈭～16日㈭
募集住宅　東山、泉、長元坊、小田
中、城下の各市営住宅
抽選日時　10月23日㈭　午後2時
会場　市民会館4５号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。
※入居資格や申込方法など、詳しく
　は直接お問い合わせください。
　現在空いている部屋については、
　室内を見る事ができます。
問　都市計画課建築住宅係（内線273）
　　豊田支所地域振興課振興係（内線152） 中野市消防団音楽隊

第２回演奏会
　中野市消防団音楽隊は、音楽をと
おして消防団の活性化と火災予防へ
の理解と協力を図っています。
　この度、演奏活動を通じて広報の
一環として、定期演奏会を開催します。
　大勢の皆さんのご来場をお待ちし
ています。
期日　11月23日㈰
時間　午後1時～３時30分
会場　市民会館ホール
内容　音楽隊演奏会、市内中学校吹
奏楽部との合同演奏、ラッパ隊演奏
問　消防課消防係　☎(22)３３8６

「乗って残す、乗って活
かす公共交通」県民大会
　公共交通の持つ意義や重要性を広
く県民に伝え、利用促進に向けた意
識の醸成を図るため、県民大会を開
催します。
期日　10月17日㈮
時間　午後2時～３時1５分
会場　長野県松本勤労者福祉センター
　　　（松本市中央４丁目７－26）
主催　長野県、松本市、長野県公共
交通活性化協議会
問　政策情報課政策推進係（内線401）

長野盲学校 
第２回学校開放
　視覚障害児童生徒の日常学習の様
子を地域の方々をはじめ広く一般の
方に公開し、視覚障害や盲学校教育
について理解をしていただくために、
学校開放を行います。
期日　10月24日㈮
時間　午前9時～午後０時30分
会場　長野県長野盲学校
　　　（長野市北尾張部321）
公開内容　授業公開、学校紹介、視
覚障害者スポーツの紹介、教材教
具・学習機器・視覚障害者用生活用
品の展示
問　長野県長野盲学校
　　☎０2６(243)７７89

特定疾病患者等激励金支給について
　市では、11月1日現在で中野市に住所のある特定疾
患医療受給者の方、小児慢性特定疾患医療受給者の方お
よび人工透析患者の方に、中野市特定疾病患者等激励金
として年額、住民税非課税世帯1万円、課税世帯５千円
を支給します。
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入のうえ、次の
書類の写しを添付して提出してください。
人工透析患者の方：各健康保険機関が発行する特定疾病
療養受療証

特定疾患医療受給者の方：特定疾患医療受給者証
小児慢性特定疾患医療受給者の方：小児慢性特定疾患医
療受診券
提出期限　10月31日㈮
支給の条件　中野市高齢者および重度身体障害者通院費
等助成事業、中野市介護サービス利用奨励給付金支給事
業、中野市重度心身障害児(者)介護慰労金支給事業の対
象者は、この激励金の支給対象者から除かれます。
問　福祉課障害福祉係（内線294）

登記相談所の開設
　相続登記、抵当権抹消登記など相
談をお受けします。お気軽にご相談
ください。相談の予約は不要で、ご
相談は無料です。
期日　11月8日㈯
時間　午後1時～４時
会場　市民会館44号会議室
相談員　司法書士
問　長野地方法務局飯山支局
　　☎０2６9（62）2３０2

対象者　年齢20歳以上の県内にお住
まいの方（消費者問題に関心のある
方）
受講期間　11月から平成21年1月
の間の６日間（11月６日、11月20
日、12月４日、12月18日、1月22
日、1月29日の各木曜日）
学習時間　午前10時～正午、午後1
時～３時
会場　長野消費生活センター
　　(長野市大字中御所字岡田98-1)
受講料　無料
募集期間　10月10日㈮まで
※応募方法など、詳しくは市役所市
民課まで、直接お問い合わせくだ
さい。

問　市民課生活交通安全係（内線238）

消費生活大学受講生募集

全国地域安全運動の実施
期間　10月11日㈯～20日㈪
《10月11日は「安全・安心なまちづ
くりの日」です》
スローガン
「みんなで　つくろう　安心の街」
活動重点　◆子どもの犯罪被害防止
◆住宅を対象とする侵入犯罪の防止
◆自転車の盗難防止◆振り込め詐欺
の被害防止
問　市民課生活交通安全係（内線238）

環境にやさしい買い物
キャンペーン
　このキャンペーンは、『環境に配
慮した商品やサービスの選択・購
入』や『レジ袋削減』など、身近な
買い物をとおして環境に配慮したラ
イフスタイルについて考え、実践し
ていこうというものです。
　エコマークなどの環境ラベルを集
めて応募すると、「キッチンセッ
ト」が抽選で当たる懸賞も実施しま
す。
期間　10月1日㈬～31日㈮
※詳しくは、ホームページで
http://www.pref .nagano. jp/
kankyo/kansei/kaimono/index.
htm
問　信州豊かな環境づくり県民会議
　　事務局（県環境政策課企画係）
　　☎０2６(253)７1６9

千曲川・犀川の整備に
関する「住民懇談会」
　これから概ね30年間で行う千曲
川・犀川の整備内容を決める「信濃
川水系河川整備計画」の策定にあた
り地域の皆さんの意見を反映するた
めに「住民懇談会」を開催します。
　大勢の皆さんのご参加をお待ちし
ています。
○長野地区
期日　10月26日㈰
時間　午前10時～11時30分
会場　長野県教育会館３階ホール
　　　（長野市旭町1098）
○飯山地区
期日　10月28日㈫
時間　午後６時30分～8時
会場　飯山市役所　４階委員会室
　　　（飯山市飯山1110-1）　　
問　国土交通省千曲川河川事務所
　　調査課　
　　☎０2６（227）9４３４

職場のトラブルでお困り
の労働者・事業主の皆様へ
　長野県労働委員会では、労働者個
人と事業主間のトラブルを解決する
ためのあっせんを行っています。
　手続きは簡単・無料で、労使双方
がご利用いただけますので、お気軽
にご相談ください。（秘密は守られ
ます。）

Ｅメール　roi@pref.nagano.jp
ホームページ　http://www.pref.
nagano.jp/roi/kashokai.htm
問　長野県労働委員会事務局
　　☎０2６（235）７４６8

　身体の不自由な人（身体障害者手
帳および戦傷病者手帳をお持ちの
方）が使用している補装具（肢体装
具）の修理を行います。
　修理を希望する方は、事前に修理
内容を把握するため、10月24日㈮ま
でに福祉課障害福祉係までご連絡く
ださい。
期日　11月５日㈬　
時間　午前10時～午後1時
会場　人権センター第1会議室
持ち物　補装具、障害者手帳等、印鑑
問　福祉課障害福祉係（内線294）

補装具の修理

（撮影：山上孝夫）

第4回図書館まつり
期日　11月1日㈯、2日㈰
時間　午前9時～午後５時　
会場　市立図書館
内容　人形劇（1日）、文化講演
会、紙しばい、親子読書の会配本室
開放（2日）、古本市、閉架書庫一
般開放、点字体験、朗読、読み聞か
せ等を予定しています。
　皆さん、お気軽に
図書館にお出かけく
ださい。
問　市立図書館　
　　☎（26）５8４1
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心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　10月10日㈮、11月10日㈪【中野会場】、12月10日㈬
　　　　　　　　　　　　　　　　　11月12日㈬【豊田会場】
　　　※広報なかの9月号に掲載した11月の期日に
           ついて、豊田会場の日程が上記のとおり変
           更になりました。ご注意ください。
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前9時～11時30分
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
問　　健康長寿課健康管理係(内線242)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前9時～午後５時
　　　（面接）午前9時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

交通事故巡回相談
日時　11月20日㈭　午前10時～午後３時
会場　北信地方事務所（☎23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　午前9時～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

常設展「中野市の歴史と文化」
10月19日㈰まで
中野市の旧石器時代から現代までの歴史や文化をわ
かりやすく展示、紹介します。
第27回　礰珉展
10月25日㈯～11月16日㈰
風土に根ざした新たな美の創造を根ざす郷土の美術
作品を展示します。

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「いろいろの自然　いろいろの人」
所蔵作品の中から、さまざまな表情を見せる自然や
人の姿を描いた作品を展示します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

北部水彩画クラブ作品展
10月12日㈰まで
信州中野景観展ー草津道と疎水の流れー
10月15日㈬～26日㈰　

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日午前８時30分～午後５時15分）

☎０５７０－０５－１１６５

「国民年金保険料」
１０月から収納業務が変わります

　国民年金保険料の収納業務は、社会保険事務所
の職員や国民年金推進員が行っておりましたが、
平成20年10月から県内全域において民間事業者が
行います（一部長期未納者を除く）。
　社会保険庁長官から委託を受けた民間事業者が
電話や文書、戸別訪問などで国民年金保険料の納
付のご案内を行います。
①戸別訪問の時には、顔写真入りの「納付督励員
　証明書」（身分証明書）を提示します。
②戸別訪問、電話の時には「社会保険庁から国民
　年金保険料の収納業務を委託されている、○○
　社の○○です。」と名乗ります。
※民間事業者の担当者が現金をお預かりして保険
　料を収納する場合は、必ずお客様が保険料納付
　書をお持ちの場合に限られます。
【中野市で保険料収納を行う民間事業者】
　日立キャピタル債権回収株式会社
問　長野北社会保険事務所　☎026（244）4100

◎今月は「環境にやさしい
　買い物キャンペーン」です
　過剰包装を避ける、詰め替
え商品を選ぶなどの行動がご
み減量化につながるように、
買い物と環境問題は密接に関
係しています。
　このため、環境に配慮した
生活・経済活動の促進を目的
として、３

スリーアール

Ｒ（リデュース・リユース・リサイク
ル）推進月間の10月に「環境にやさしい買い物
キャンペーン」を実施しています。
★本当に必要かよく考え、無駄なものは買わない
★レジ袋を断り、マイバッグや買い物袋を使う
★過剰な包装は断り、簡易包装にしてもらう
★シャンプーや洗剤など、詰替式のものを選ぶ
★古紙配合トイレットペーパーなど再生品を選ぶ
★食材は「地元産」や「旬」のものを選ぶ
★省エネルギーに配慮した製品を選ぶ
★環境ラベルや環境マークの付いた商品を選ぶ
★長く使えるものを選ぶ
★近所への買い物は徒歩や自転車で行く

シリーズ 地球温暖化�

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★鏡台★ピアノ★電動自転車★エレクトー
ン★中古ノーマルタイヤ★電動車イス★拡大読書機
★８ミリビデオカメラ★博多人形（ケース付）★
ウォーキングマシーン★天ぷら鍋★味噌桶★人形
ケース★本箱★オルガン★洋風リビングこたつ（イ
ス４脚、こたつ布団付）★スチームオーブンレンジ

★ノートパソコン★子供服（男の子用100サイズ）
★こたつ布団★カーオーディオ★ＤＶＤプレーヤー
★カラーボックス★バドミントンラケット★スキー
セット（子供用）★掃除機★自転車★水槽★車いす
★ＭＤコンポ★８ミリビデオカメラ

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線２３８）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(９月25日現在)

人口
と
世帯

人　口 46,118 人 ( － 31)
男 22,226 人 ( － 16)
女 23,892 人 ( － 15)

世　帯 15,012 戸 ( － 1)
平成20年９月１日現在　(国勢調査を基に推計）

８月分可燃ごみ：1,130.78t（前年比‐18.9％）ごみ減量にご協力を！

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

コマメに買い物袋を
持ち歩きましょう！

－中野市の花・木・鳥　制定記念－

フ ト コ ン テストオ

テーマ：中野市の花、木、鳥
部門：バラ、シャクヤク、リンゴ、もみじ、チョウゲンボウ
写真サイズ：ワイド四つ切を原則とします。（キャビ
ネ、２L版なども可）
表彰：最優秀賞１点、優秀賞１点、佳作数点
　　　入賞者に賞状および副賞（最優秀賞のみ）
展示：入賞作品は、市内（本庁舎、支所など）で展示します。
応募方法：市役所庶務課秘書広報係へ所定の申込書を
添えて応募してください。
募集期限：12 月 26 日㈮
その他：作品は、市内で撮影したものに限ります。作
品は、原則返却しません。作品の著作権は撮影者（応
募された方）に帰属します。市では入賞作品を無償で
使用する権利を有します。入賞作品は主に市で発行す
る書籍、チラシ、ポスター、ホームページ等への掲載
の目的で使用します。その際、撮影者の氏名等を表示
する場合があります。、市ホームページをご覧くださ
問　庶務課秘書広報係（内線 400）い。

～あなたのご応募お待ちしています～



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　明るく元気な女の子です。砂
遊びやおままごとが大好きで、
ゆで卵やウインナーが大好物で
す。皆に好かれるような優しい
子に育ってほしいと思います。
（山岸幸憲・雅枝さん　東吉田）

（３歳１か月）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年10月２日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )
期日／10月21日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成20年６月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で
就学前の１年間(保育園、幼稚
園の年長児)
第４期＝高校３年生に相当す
る年齢の者（18 歳になる年度
の１年間）※毎月実施してい
ますので、接種される前月に
実施医療機関へ予約してくだ
さい。（無料）

平成20年10月号 32

ポリオ ( 小児マヒ )
受付時間／午後１時～１時40分

< 中野保健センター >
10月６日㈪…長丘、科野、倭、豊田
　　　　７日㈫…日野、延徳
　　　　8日㈬…平野
　　　　９日㈭…高丘、平岡
　　　10日㈮…中野
対
象
・
接
種
方
法

３か月～１歳６か月の乳幼児 
(標準)
※６週間以上あけて２回接種
※７歳６か月未満まで接種可能
※下痢をしている場合は、治っ

てから受けましょう

山岸　結
ゆ め

夢ちゃん

【受付時間が変わりました】

健診名 健 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

10月21日㈫ 20年６月生まれ

７か月
健　診 10月22日㈬ 20年２月生まれ
１　歳
６か月
健　診

10月24日㈮ 1９年３月生まれ

２　歳
健　診 10月20日㈪ 18年９月生まれ
３　歳
健　診 10月23日㈭ 1７年９月生まれ

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

乳幼児健康診査
【受付時間が変わりました】

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分

＜中野保健センター＞
10月15日㈬…日野、延徳、平野、
　　　　　　高丘、平岡
　　1７日㈮…中野、長丘、科野、
　　　　　　倭、豊田
対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児
（20 ～ 5６ 日 ( ３～８週間 ) の間
隔で３回接種）
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の
幼児（Ⅰ期初回終了後 12 ～ 18
か月間に１回）
※７歳６か月未満まで接種可能

育児教室
期日／11月６日㈭
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
内容／赤ちゃん体操、離乳食について
対象／４～６か月

歯ならびを治せ
ばよくなること

　1９88 年のソウル五輪の時の話です
が、当時男子 100 ｍ競走のトップア
スリートであったアメリカのカール・
ルイス選手が口の中に矯正装置をつ
けたまま走りました。
　スタート時のダッシュ力などによ
り、100 分の 1 秒の差で勝負が決ま
るわけですから、矯正治療でかみ合
わせを良くすることで、より力を発
揮できる効果を期待し、結果見事に
金メダルを獲得しました。
　以来、今では歯の矯正治療をした
り、矯正装置をつけたまま競技する
アスリートは珍しくなくなりました。
今夏の北京五輪に出場した女子マラ
ソンの土佐礼子選手もその 1 人です。
　このように、歯ならびを治すこと
でスポーツの成績や記憶力が向上す
ることが期待できます。

（協力：中高歯科医師会）

はしかにならない　はしかにさせない
　昨年、大学や高校で麻しん（は
しか）の大流行があったことをう
け、その感染を予防し流行を抑え
るため、麻しんと風しん（三日は
しか）の追加の予防接種を４月か
ら実施しています。
　対象者は 13 歳になる年度の１年
間と 18 歳になる年度の１年間で、
平成 21 年３月 31 日までに接種し
ていただくと費用はかかりません。

（中学校で集団接種した者は除く）
　麻しんに対する免疫力を高める
には、乳幼児に接種した場合に加
え、追加（２回目）のワクチン接
種が有効とされています。「はしか
にならない！はしかにさせない！」
ため早期に接種しましょう。

子育て講演会
期日・会場
　10月31日㈮・中央公民館２階教室
　11月６日㈭・豊田文化センター
時間／午後２時～３時30分
演題／「小児救急医療講座～上手な
　　　　病院へのかかり方～」
講師／北信総合病院小児科部長
　　　久保徹夫　先生
その他／託児を用意しております。
中央公民館での開催は10月24日㈮
までに、また、豊田文化センターで
の開催は10月31日㈮までに電話で
お申し込み下さい。



１　ちょうげんぼう

中野市勤労青少年ホームだより
 第 45号

平成20年10月２日発行

中野市勤労青少年ホーム

〒３８３－００２５
中野市三好町１丁目４番27号
電話　(０２６９) ２２－２６９１㈹
有線　２０６７５㈹
印刷　高錦堂印刷所

１０月上旬：後期講座受講生募集
１０月末　：後期講座開講
１１月中旬：作品展
　　　　：他ホーム交流会
１２月中旬：クリスマス交流会
１月以降：スキー,スノボ交流会
☆どのイベントも参加自由ですので気軽にお出掛
　けください！

　ホームでは利用者が自主的に結成し、活動して
いるサークルがあります。興味のある方は是非
ホームに来てください。
　また、サークル活動をしたいのに拠点となる場
所がなくて困っている方も随時募集しておりま
す。
気軽に声をかけてください！

サークル会員募集！

　今年度もホームの教養講座として、さまざ
まな講座を行ってきました。以前から好評な
ピラティスを行い沢山の方に参加いただきま
した。
　後期もさまざまな講座を行いますので、皆
さん、ご参加ください。

　

今
年
度
前
期
も
利
用
者
の
会
が
主
催
と
な
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ

交
流
会
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
一
部

を
紹
介
し
ま
す
！

平
成
二
十
年
度　

前
期　

　
　
　
　

利
用
者
の
会　

活
動
報
告

☆勤青ホーム今後の予定 教養講座紹介
～ピラティス講座～

　男女合わせて５チームに分
かれてゲームを競いました。
　新しい友達もでき、楽しい
時間が過ごせました。

　当日は非常に暑くなり、冷た
い飲み物とお肉が一層おいしく
感じられました。
　また、おしゃべりもはずみ、
充実した交流会になりました。

ボーリング交流会
　　　　　７月１２日

バーベキュー交流会   
　　　　　　８月３日



　ちょうげんぼう　２

◎募集対象者…中野市に在住か在勤している勤労青少年（概ね30代後半まで可）
◎申込方法…10月10日以降随時、勤青ホームへお出かけのうえお申し込みください（先着順）
◎経費…教材費とホーム利用者の会、会費500円（前期で未登録者のみ納入してください）
※メールによる講座のお問い合わせは可能ですが、予約および申し込みは受付け致しません。
～お知らせ～
中野市勤労青少年ホームのＨＰでは、利用者の会の活動やサークル活動等を掲載しておりますので、
ぜひご覧ください。ホームページアドレスはこちら↓
http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

　　　　　お問い合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
TEL 0269-22-2691（土・日・祝日を除く午後１時～午後 10 時）
　　　　　 E-mail：kinsei@city.nakano.nagano.jp

平成２０年度　後期講座　受講生募集！！
いずれの講座も初心者大歓迎！！お気軽にどうぞ！！

講　座　名 曜　日 回　数 教材費 定 員 内　　容

華       道
火曜日

１０/ ２８～
１８：３０～

10 回

第 2,4 週
10,000 円 １2 名

時間内に３0 ～４０分程度受講すれ
ばいいので時間の融通がききます。
何 か 始 め た い 方 は こ の 機 会 に 是
非！！

ペ ン 字
（婦人の家と共催）

水曜日
１０/ ２９～
１９：００～

10 回

第 2,4 週
実　　費 ８名

日常的に使う機会の多いペン字。
繰り返し練習することで、より美し
い字を身につけましょう！！

実 用 書 道
（婦人の家と共催）

水曜日
１１/ ５～

１９：００～

10 回

第 1,3 週
1,600 円 ８名

普段毛筆で書くことの多いご祝儀袋・
のし・ハガキなど日常的な書道を学
びます。

パ ワ ー ヨ ガ
水曜日

１１/ １２～
１９：００～

5 回

毎週
実　　費 ２０名

体力に自信のある方募集 !!
普通のヨガに筋肉トレーニングの要
素をプラス。スタイル維持・メンタ
リティ強化を実践。

ボクササイズ
水曜日

１/ ７～
１９：００～

５回

毎週
実　　費 ２０名

ボクシングの動きを取り入れた運動
で、ストレスを発散し、健康増進に
役立ててみませんか。

茶　　　 道
木曜日

１０/ ２３～
１９：００～

１０回

第 2,4 週
2,500 円 １２名

裏千家の基礎から、お手前、お茶・
お菓子の頂き方等が学べ、礼儀作法
が身につきます。

バドミントン
木曜日

１０/ ３０～
１９：３０～

1 ０回

毎週
1,000 円 １５名

オリンピックの盛り上がりが冷めな
いうちに始めてみませんか？

ペ ル ビ ッ ク
エクササイズ

（ゆがみ解消
      エクササイズ）

木曜日
１０/ ２３～
１９：３０～

５回

毎週
実　　費 ２０名

ペルビックとは骨盤のこと。
身体の歪みをセルフトレーニングで
解消するエクササイズです。

たのしい
　ワールド・
　トピックス

木曜日
１１/ １３～
１９：００～

１０回

毎週
実　　費 １６名

海外旅行や海外での生活に役に立つ
基礎知識を習得できます。講師の先
生が個別指導してくださいます。

エアロビクス
木曜日

１１/ ２７
１９：３０～

５回

毎週
実　　費 ２０名

日ごろの運動不足の解消にいかがで
すか。寒い時期だからこそ、動いて、
良い汗を流しましょう！
当ホーム、人気の講座です。



１　働く婦人の家だより
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中野市働く婦人の家
中野市三好町１丁目４番27号
電話　(０２６９) ２２－２６９１（代）
有線　２０６９１（代）
ＨＰ　http://www.city.nakano.nagano.jp/
　　　city/fujin/
印刷　高錦堂印刷所

働く婦人の家は・・・
◎日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設です。
◎働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催したり、職業生活
　や家庭生活に関する相談を受けます。
◎育成サークル（講座卒業生） 、自主サークルの活動の場としてご利用いただけます。

サークル活動を始めたい方、
　一緒に活動してみたい方はお気軽にご相談ください。

　手軽にできるおやつづくりの講座では、
お菓子屋さんのご主人に、フライパンでで
きるパウンドケーキ、道明寺もちアラカル
トの作り方を教えていただきました。簡単
においしく出来ました。

　着付けの講座では、浴衣と小紋を教えて
いただきました。今年の夏祭りは、自分で
着付けた浴衣で出掛けられました。
　手持ちの着物と帯の合わせ方も習うこと
ができました。

　墨友会は、古来より継承されてきた水墨画を学
んでいます。初心者でも、講師嘉生稀宗先生の懇
切な個人指導で、半年位で展示作品を描けるよう
になります。

　活動日は
　　毎月第２・４金曜日
　　　夜７時から９時までです。

　Saturday　ピラティスは、産後間もない方
から幅広い年齢層で活動しています。鏡を見なが
ら姿勢を正し、お腹と骨盤を意識して体の中から
鍛えています。お子さん連れでもOKです。一度
体験にいらっしゃいませんか。

　活動日は
　　毎週土曜日
　　　午前10時30分から11時４５分までです。

　健美の会は、今年の前期の講座終了時に、もっ
と続けたいという声から発足した新しいサークル
です。整体の先生から体のゆがみを改善する体操
を教えてもらっています。
　タオル１枚もって見学に来ませんか。

　活動日は
　　毎週水曜日
　　　夜７時から８時３０分までです。

仲  間  募  集 !!  20年度前期講座の様子



働く婦人の家だより　２

平成20年度 後期講座 受講生募集!!

◎募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方
◎受　講　料…無料（ただし、各講座の教材費は受講者負担）
◎申 込 方 法…10月16日夜７時以降、電話または直接来館してお申し込みくださ
　い。電話での受付は仮の受付としますので、後日来館して申込用紙に記入いただ
　くようになります。定員になり次第締め切らせていただきます。

※各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

中野市働く婦人の家
中野市三好町１－４－27

　講座やサークルの
申し込み・問い合わせ

（土・日・祝日を除く午後１時～午後10時）

講座名 日程・時間 定員 教材費 持ち物 内容

健
康
講
座

ゆがみ改善体操
11月13日から７回
毎週木曜日
夜７時から

20 500円 タオル１枚
簡単な体操と調整 (整体 ) を行い、全
身の筋力のバランスを整えながら強化を
して『正しい姿勢』へ！

ママピラティス
11月26日から４回

水曜日
午前10時半から

15 実費
ヨガマット
(バスタオル )
飲み物

産後２ヶ月の方から参加頂けます。
産後の緩んだ腰周りのリセットのコツ
を習いましょう。託児はありませんが、
お子さん連れでもOKです。

はじめての
ピラティス

１月14日から６回
水曜日

午後１時半から
20 実費

ヨガマット
(バスタオル )
飲み物

おなかや骨盤周りを意識し、強化する
とともに、腰痛の軽減・予防や肩こり
の解消などの効果もあります。基礎か
ら覚えましょう。

生
活
講
座

パッチワーク
10月27日から５回

月曜日
午後１時半から

16
3,000円
(針と糸は
別)

らしゃばさみ
糸切りばさみ
物差し(30cm)
鉛筆(２Ｂ)

ボータイの手提バックを教えていただ
きます。
素敵なバックを一緒に作ってみませんか。

山野草の楽しみ方
10月28日から３回

火曜日
午前10時から

10 1,500円
ピンセット
（山野草用）
小さなシャベル

寄せ植えを教えていただいたりしなが
ら、自然と親しみましょう。

陶　　　芸
11月５日から８回
毎週水曜日
夜７時から

16 1,500円
エプロン
ビニール袋
いらないタオル

カップや湯のみ、お皿などを教えてい
ただきます。自分だけのオリジナル作
品を作ってみましょう。

着　付　け
10月28日から10回

毎週火曜日
夜７時から

13 実費

浴衣・肌襦袢・腰紐
裾よけ・半幅帯
伊達締め・帯板
補正用タオル数枚
クリップ (洗濯バサミ )

着付けの基本の浴衣から小紋まで教え
ていただきます。初詣に小紋を着て出
掛けましょう。親子で習って着付けし
あえたら楽しいですよね。

ペン字

(勤青ホームと共催 )

10月29日から10回
第２・４・５水曜日

夜７時から
８ 実費 ボールペン

ノート

パソコンや携帯の普及で最近はあまり
字を書くことが少なくなってきていま
すが、自筆の手紙もいいものですよね。
きれいな字を身につけましょう。

実用書道

（勤青ホームと共催）

11月５日から10回
第１・３水曜日
夜７時から

８ 1,600円

書道道具一式
(墨は、する墨 )
※筆と紙は用意

します

祝儀袋やのしなど、筆字を書く時にき
れいに書けたらと思いませんか？ぜひ
この機会に学んでみてはいかがですか。

茶道（裏千家）
11月６日から８回
第１・３・５木曜日

夜７時から
12 2,000円 ふくさ・扇子

（お持ちの方）

薄茶の点てかた、飲み方、立ち居振る
舞い（お辞儀、ふすまの開け閉め）な
どの基本から、盆略手前・薄茶平点前
を教えていただきます。

単
発
講
座

中華料理 11月８日(土)
午前１０時から 16 500円 エプロン 中国出身の方に中華風なべの作り方を

教えていただきます。

スイーツ
11月13日(木)
12月11日(木)
夜７時から

16 1,000円
エプロン

持ち帰り用の
タッパー

米粉を使ったロールケーキの作り方を
教えていただきます。他に、レアチー
ズケーキ、かぼちゃのプリンなど。

そば打ち体験
１２月１日
木曜日
夜７時から

10 1,400円

エプロン
手ぬぐい

持ち帰り用の箱
（約30cm四方）

たまにはお家で手打ちそばなんていか
がですか。５食分できますので、持ち
帰ってご家族でどうぞ。

TEL 22-2691 有線 20691



　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
刊
に

寄
せ
て
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

日
頃
、
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
又
委
員
の
協
力
を
頂
き
感

謝
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
農
産
物
の
輸
入
増

加
や
個
人
消
費
の
低
迷
、
低
価
格

競
争
、
併
せ
て
担
い
手
不
足
や
農

業
者
の
高
齢
化
に
よ
る
、
遊
休
荒

廃
農
地
の
増
加
な
ど
農
業
経
営
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
昨
年
末
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
原
油
や
資
材
価
格
の
高
騰
に
伴

う
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
、

施
設
栽
培
を
中
心
と
す
る
本
市
農

業
に
と
っ
て
極
め
て
深
刻
な
事
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
・
農
政
の
動
き

会
長　
　

武  

田  

俊  

道

　

ま
た
、
本
年
四
月
に
は
依
然
と

し
て
増
大
傾
向
に
あ
る
遊
休
荒
廃

農
地
解
消
の
た
め
、
国
に
お
い
て

「
耕
作
放
棄
地
解
消
支
援
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
全
国
す

べ
て
の
耕
作
放
棄
地
を
対
象
に
現

地
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
歴

代
農
業
委
員
が
現
地
調
査
を
行
い
、

面
積
を
把
握
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
農
業
委
員
会
は
「
か
け
が

え
の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守
り

力
強
い
農
業
を
作
る
『
架
け
橋
』」

に
と
の
理
念
の
も
と
、
農
地
の
確

保
と
有
効
利
用
、担
い
手
の
確
保
・

育
成
を
柱
と
す
る
業
務
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

１　農業委員会だより

平成 20 年 10 月２日
第 36 号

▲武田会長

『全国農業新聞』購読のお願い！

※全国農業新聞は農業者の公的代表機関である、農業委員会系
統組織が発行する週間の農業総合専門紙です。

①特徴のある週間新聞　　　　　②時代に鋭く斬り込む
③経営に役立つ　　　　　　　　④喜びや悩みを共感できる
⑤読みやすく親しみやすい
　
■購読のお申し込みは地元農業委員へお気軽に連絡ください。
■発行所　全国農業会議所　毎週金曜日発行　１ヶ月６００円

農業者の視点でお届けします

「
菊
芋
焼
酎
」
試
飲
会

　
　
　
　
　
　
中
止
に
つ
い
て

　
十
月
七
日
㈫
に
開
催
す
る
予
定
の「
菊
芋
焼
酎
」

試
飲
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
合
に
よ
り
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより

市
長
と
の
懇
談
会

　

毎
年
一
回
行
っ
て
お
り
ま
す
市

長
さ
ん
と
の
懇
談
会
を
今
年
は
五

月
十
九
日
に
、
市
長
さ
ん
は
じ
め

市
議
会
議
長
、経
済
建
設
委
員
長
、

経
済
部
長
、
売
れ
る
農
業
推
進
室

の
係
長
以
上
を
交
え
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

市
長
さ
ん
に
は
、
最
初
に
一
時

間
ほ
ど
市
政
全
般
に
つ
い
て
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
か
ら
懇

談
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
か
ら
、
今
農
業
が

抱
え
て
い
る
問
題
を
、
農
政
部
会

長
の
上
原
委
員
を
座
長
に
て

一
、
ガ
ソ
リ
ン
・
重
油
の
農
業
へ

使
用
分
の
減
免
制
度
創
設
等
を

国
・
県
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い

又
産
業
公
社
の
設
立
に
あ
た

り
、
将
来
計
画
と
し
て
バ
イ
オ

燃
料
の
原
料
供
給
を
盛
り
込
み

国
の
国
産
バ
イ
オ
燃
料
を
作
り

た
い
と
し
て
い
る
に
、
合
わ
せ

た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

二
、
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

　
　

後
継
者
不
足
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
今
、
県
に
お
い
て
は
、

新
規
就
農
里
親
制
度
等
の
対
策

が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
中
野
市

の
活
用
状
況
や
市
独
自
の
支
援

策
な
ど
、
今
後
に
つ
な
が
る
施

策
が
あ
る
の
か
。

三
、
中
野
市
の
農
道
・
林
道
（
市

道
認
定
し
て
あ
る
）
は
公
衆
用

道
路
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
今
後
登
記
さ
れ
る
予

定
が
あ
る
の
か
。

　

北
信
六
市
町
村
で
「
北
信
州

農
村
女
性
の
つ
ど
い
」
を
八
月

二
十
二
日
豊
田
文
化
会
館
で
「
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
啓
発
と

目
標
達
成
に
向
け
、
情
報
交
換
を

し
「
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
た
個
性
あ
る
農
業
と
暮

ら
し
、
ま
た
夢
の
あ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
、
共
に
学
び
研
鑚
を

図
る
」
た
め
、
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
中
野
市
が
当
番
と
い
う

北
信
州
農
村
女
性
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
て

関　
　

き
よ
子　

委
員

小
林　

一
善　

委
員

○　

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度

に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
実
施

で
き
る
よ
う
に
願
い
た
い
。

○　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
、
本
年
度
内
容
が
か

な
り
容
易
に
な
っ
た
と
新
聞
等

で
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
中

野
市
で
も
推
進
願
い
た
い
。

○　

野
生
動
物
の
農
作
物
の
食
害

防
止
対
策
を
よ
り
一
層
推
進
願

い
た
い
。

四
、
過
去
の
建
議
で
申
し
上
げ
て

い
ま
す
狭
隘
道
路
の
改
良
・
拡

幅
を
行
い
、遊
休
農
地
の
解
消
、

ま
た
狭
小
農
地
の
交
換
分
合
の

推
進
願
い
た
い
。

○　

農
業
関
係
団
体
の
整
理
・
統

合
、
又
団
体
役
員
の
報
酬
の
減

額
か
日
当
制
に
し
て
は
。

○　

中
野
市
の
特
産
品
の
育
成
・

振
興
、
又
食
品
衛
生
法
に
よ
る

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
対
策
の
推

進
を
大
々
的
に
押
し
進
め
て
く

だ
さ
い
。

五
、
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
み
農

業
の
継
続
性
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
畑
か
ん
な
ど
、
施
設
の
維

持
管
理
費
の
支
払
い
に
苦
慮
し

て
い
る
農
家
が
多
く
、
こ
れ
か

ら
も
増
え
る
と
思
う
。
行
政
・

改
良
区
が
主
体
と
な
っ
て
、
懇

談
会
を
行
っ
て
い
た
だ
け
な
い

で
す
か
。

　

以
上
五
点
ほ
ど
質
問
要
望
を
い

た
し
ま
し
た
。市
長
さ
ん
は
じ
め
、

行
政
側
の
課
長
さ
ん
係
長
さ
ん
か

ら
懇
切
丁
寧
な
回
答
を
頂
き
、
最

後
に
市
長
さ
ん
よ
り
色
々
問
題
有

り
ま
す
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
お
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
あ
り
ま
し
た

が
、
中
野
市
農
業
の
発
展
に
対
す

る
有
意
義
な
懇
談
会
に
な
り
ま
し

た
。

　
農
政
懇
談
会
の
様
子

▼
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事
で
農
業
委
員
か
ら
は
、
実
行
委

員
と
し
て
男
女
二
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
多
く
の
皆
さ
ん
に

出
席
し
て
頂
き
会
場
が
、
満
席
近

い
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
レ
イ
ン
ボ

ー
ズ
中
野
の
皆
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
、
さ
く
ら
・
船
頭
小
唄
・

ふ
る
さ
と
な
ど
、
会
場
の
皆
さ
ん

は
、
心
が
洗
わ
れ
る
様
な
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

事
例
発
表
は
四
人
の
方
に
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を
語
っ
て
頂
き
ま
し

た
。

一
、
「
さ
ぁ
こ
れ
か
ら
だ
」
関
久

恵
さ
ん
、
認
定
農
業
者
と
な
り

規
模
拡
大
し
個
性
を
活
か
し
た

実
践
な
ど
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

二
、
「
雪
萌
え
山
菜
の
取
り
組

み
」
保
坂
良
知
さ
ん
、
栄
村
の

過
疎
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
地

域
を
動
か
し
な
が
ら
の
活
動
し

て
い
る
様
子
、
休
耕
田
畑
は
、

ワ
サ
ビ
・
行
者
ニ
ン
ニ
ク
畑
に

移
っ
て
い
る
と
の
事
、
七
十
八

歳
と
は
お
見
受
け
で
き
な
い
程

の
若
さ
、
輝
い
て
見
え
る
姿

は
、
山
菜
の
お
か
げ
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

三
、
「
認
め
あ
い
、
支
え
あ
い
、

共
に
歩
む
」
小
野
す
み
江
さ

ん
、
Ｊ
Ａ
の
活
動
、
そ
し
て
夢

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
「
分
か
り
や
す
く
、
方
言

を
入
れ
た
プ
ラ
ン
で
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
、
目
を
通
し
て
頂
き

ま
す
様
」
に
願
い
ま
し
た
。
男

性
は
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
女
性
を
認
め
、
女
性
自

身
も
主
体
性
を
持
て
る
様
、
一

歩
ず
つ
自
己
改
革
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
と
発
表
さ
れ
、
又

夢
プ
ラ
ン
に
後
押
し
さ
れ
て
、

ま
ず
自
分
が
一
歩
踏
み
出
し
た

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

四
、
「
婆
ち
ゃ
ん
の
味
を
次
の
世

代
へ
」
吉
谷
美
代
子
さ
ん
、

「
み
ん
な
、
ま
ん
ま
だ
よ
」

「
ま
ん
ま
か
え
」
「
食
べ
物
を

粗
末
に
す
る
と
目
が
つ
ぶ
れ

る
」
と
食
事
を
し
な
が
ら
、
楽

し
い
語
ら
い
の
場
で
あ
る
事
を

教
え
、
生
活
か
ら
生
ま
れ
た
格

言
や
「
飯
山
な
ら
で
は
の
食
文

化
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
行

こ
う
」
と
発
表
さ
れ
た
。
私
の

心
に
幼
き
日
の
記
憶
が
蘇
え
っ

て
き
ま
し
た
。
心
を
包
み
込
む

よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
（
テ
ー
マ
）
「
夢
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
プ
ラ
ン
の
活
か

し
方
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
り
ま
し
た
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
普
及
セ
ン

タ
ー
飯
山
支
所
長
井
本
さ
ん
で

す
。
発
表
者
四
名
と
実
行
委
員
長

小
林
ふ
み
子
さ
ん
、
県
の
専
技
の

日
台
さ
ん
が
参
加
し
て
、
六
人
の

パ
ネ
ラ
ー
の
方
に
一
言
づ
つ
発
表

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

農
村
女
性
一
人
ひ
と
り
が
伸
び

や
か
に
、
生
活
の
現
実
か
ら
逃
げ

ず
、
外
か
ら
の
軋
轢
に
負
け
ず
、

自
分
の
栄
養
に
し
、
自
分
の
物
に

し
て
下
さ
い
と
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

会
場
へ
参
加
し
た
事
で
、
ポ
ケ

ッ
ト
に
沢
山
の
お
土
産
を
入
れ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

▲北信州農村女性のつどい

「農業者年金」に加入しましょう！
～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～
　☆あなたの老後生活への備えは十分ですか。
　☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
　☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。
　
○農業に従事されている方は誰でも加入できます。
○保険料は自由に決められ（月額２万～６万７千円）、
　いつでも見直せます。
○終身年金で８０歳までの保証付きです。
○税の特例が用意されています。
○認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の
　国庫補助があります。

詳細な農業者年金の内容やご相談については、地元の農業委員、
最寄りのＪＡ、農業委員会事務局までお問い合わせください。
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今
年
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事
終
わ

り
、
現
実
の
生
活
に
目
を
む
け
る

と
、
昨
年
来
の
原
油
高
騰
を
契
機

に
、
生
活
物
資
が
軒
並
み
値
上
が

り
し
、
ま
た
、
国
際
的
に
も
中
国
、

イ
ン
ド
を
は
じ
め
新
興
国
の
食
料

需
要
の
急
増
と
穀
物
価
格
の
高
騰

は
、
生
産
費
を
直
接
生
産
物
価
格

に
添
加
で
き
な
い
農
業
は
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
。
一
方
温
暖
化
に

よ
る
気
候
の
変
化
は
、
農
作
物
に

深
刻
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
。

農
村
で
は
食
料
を
生
産
す
る
基
盤

で
あ
る
農
地
に
も
大
き
な
変
化
が

起
き
て
い
る
。
農
業
者（
担
い
手
）

の
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し
、
不

在
村
農
地
所
有
者
が
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
自
然
条

件
（
特
に
中
山
間
地
）
で
効
率
的

な
利
用
が
困
難
な
こ
と
も
一
因
と

な
っ
て
、
遊
休
荒
廃
農
地
、
耕
作

放
棄
地
等
が
年
々
増
え
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
、
利
用
可
能
で
耕
作

さ
れ
ず
、
雑
草
の
繁
茂
を
も
た
ら

し
、病
害
虫
の
発
生
要
因
と
な
り
、

地
域
農
業
用
地
利
用
の
障
害
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
も
農
業
委
員
会
は
、
農
地

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
調
査
を

実
施
し
た
。
今
年
は
更
に
細
部
に

渡
っ
て
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。

昨
年
の
調
査
を
も
と
に
、
遊
休
荒

廃
農
地
を
減
ら
す
方
策
を
提
示

し
、
農
業
委
員
会
と
し
て
も
対
策

の
一
役
を
担
う
た
め
、
全
委
員
で

農
地
に
植
栽
可
能
で
中
野
市
の
特

産
と
な
る
作
物
は
な
い
か
検
討
。

利
用
（
導
入
）
条
件
は
、

一
、省
力
栽
培
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

二
、
土
地
を
選
ば
な
い
。

三
、
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
。

　

実
際
に
適
応
作
物
が
あ
れ
ば
、

農
家
が
現
に
栽
培
を
し
て
い
る
こ

と
な
ど
意
見
集
約
が
困
難
で
あ
っ

た
。
そ
ん
な
中
で
、
委
員
が
す
で

に
試
作
し
て
い
る
キ
ク
イ
モ
栽
培

が
遊
休
農
地
解
消
の
対
策
の
一
方

法
に
な
ら
な
い
か
話
し
合
い
、
今

年
度
栽
培
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　

今
年
の
状
況
は
、四
月
に
中
耕
、

植
床
づ
く
り
、
委
員
の
畑
か
ら
種

芋
の
掘
り
取
り
を
行
い
、
直
ち
に

遊
休
荒
廃
農
地
（
三
十
ア
ー
ル
借

用
、
今
年
は
十
五
ア
ー
ル
利
用
）

に
植
え
付
け
、
五
月
と
七
月
に
雑

草
の
除
草
を
行
っ
た
。
そ
の
他
、

管
理
作
業
は
な
く
、
現
在
、
草
丈

の
大
き
い
株
は
三
メ
ー
ト
ル
を
越

え
て
い
る
。
九
月
に
入
っ
て
早
い

物
は
、
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
て
い

る
。

　

キ
ク
イ
モ
は
、
キ
ク
科
の
ヒ
マ

ワ
リ
属
の
多
年
草
、
北
ア
メ
リ
カ

原
産
で
、
欧
米
や
中
国
で
は
古
く

か
ら
食
用
に
さ
れ
て
い
る
。
日
本

へ
は
幕
末
の
こ
ろ
は
い
っ
て
き
た

帰
化
植
物
で
あ
る
。
そ
の
後
野
生

化
し
て
全
国
各
地
に
自
生
し
て
い

る
。
秋
に
な
っ
て
、
茎
が
枯
れ
る

頃
、
地
下
茎
の
先
端
が
肥
大
化
し

た
も
の
が
「
キ
ク
イ
モ
」
で
、
シ

ョ
ウ
ガ
の
よ
う
な
形
状
を
し
て
い

る
。
通
常
の
イ
モ
類
と
異
な
り
、

澱
粉
が
含
ま
れ
無
い
た
め
味
は
、

生
で
食
べ
る
と
ほ
ん
の
り
甘
く
、

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
歯
ご
た
え
が

あ
る
た
め
調
理
し
や
す
い
。
現
在

は
、
根
が
焼
酎
・
生
食
・
漬
物
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

課
題
と
し
て
、
茎
は
、
バ
イ
オ
燃

料
、
粉
砕
し
て
有
機
物
と
し
て
畑

に
還
元
、
家
畜
の
飼
料
化
、
花
と

し
て
販
売
で
き
な
い
か
等
可
能
性

を
探
っ
て
み
た
い
。

　

キ
ク
イ
モ
の
効
能
は
、
糖
尿
病

を
改
善
す
る
こ
と
が
有
名
で
あ

る
。
そ
れ
以
外
に
も
体
に
総
合
的

に
作
用
し
て
健
康
に
導
く
。
ま
た

イ
ヌ
リ
ン
と
い
う
成
分
が
豊
富

で
、
イ
ヌ
リ
ン
は
多
糖
類
の
一
種

で
、
水
溶
性
の
食
物
繊
維
で
、
糖

質
の
吸
収
を
遅
ら
せ
て
、
血
糖
値

の
上
昇
を
抑
制
す
る
働
き
や
、
す

い
臓
の
負
担
を
軽
く
す
る
働
き
が

あ
る
。
ま
た
、
イ
ヌ
リ
ン
は
、
腸

内
で
酵
素
イ
ヌ
ラ
ー
ゼ
に
分
解
さ

れ
る
と
フ
ル
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
に
変

わ
る
。
そ
の
結
果
、
腸
内
は
善
玉

菌
が
優
勢
に
な
り
、
腸
内
環
境
も

遊
休
農
地
に
キ
ク
イ
モ

小
島　

辰
比
古　

委
員

整
う
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
や
大
腸

が
ん
、便
秘
の
予
防
に
も
役
立
ち
、

抗
酸
化
物
質
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

も
含
ま
れ
る
の
で
、生
活
習
慣
病
、

ガ
ン
、
老
化
防
止
に
も
効
果
が
あ

る
。（
効
能
に
つ
い
て
は
別
冊
家

庭
画
報
よ
り
）

　

今
年
は
、
委
員
か
ら
キ
ク
イ
モ

を
買
入
れ
、
焼
酎
づ
く
り
と
漬
物

に
挑
戦
し
て
い
る
。
焼
酎
は
、「
歌

酎
者
（
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
）」
と
命

名
し
、
今
月
に
は
試
飲
会
も
計
画

し
て
い
る
。

　

遊
休
荒
廃
農
地
対
策
と
し
て
、

キ
ク
イ
モ
が
市
の
名
産
品
に
な
る

よ
う
努
力
を
重
ね
て
い
る
。今
後
、

価
格
や
販
路
開
拓
、
ネ
ズ
ミ
な
ど

の
獣
害
対
策
な
ど
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
あ

る
。

▲キクイモ管理の様子（７月頃）
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今
年
の
研
修
視
察
は
、
盆
か
ら

雨
や
低
温
が
続
き
桃
の
収
穫
が
最

盛
期
で
も
あ
り
心
配
し
つ
つ
も
八

月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
に
か
け

て
東
北
方
面
へ
研
修
視
察
を
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

当
中
野
市
で
は
、
十
月
一
日
を

期
し
て
産
業
公
社
を
設
立
さ
れ
ま

し
た
が
、
近
隣
市
町
村
で
も
い
く

つ
か
運
営
さ
れ
て
い
る
「
農
業
公

社
」
も
含
む
も
の
で
す
か
ら
、
実

績
の
あ
る
栃
木
県
鹿
沼
市
の
農
業

公
社
を
中
心
に
見
聞
き
し
、
参
考

に
な
れ
ば
と
の
こ
と
を
主
眼
と
し

初
日
、
研
修
し
ま
し
た
の
で
概
略

で
す
が
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

○
鹿
沼
市
産
業
公
社

設
立　

昭
和
四
十
九
年
十
二
月

目
的　

公
益
法
人
（
財
団
法
人
）

形
態
に
よ
る
農
作
業
受
託
組
織

（
水
田
）

内
容　

基
盤
整
備
の
促
進
、
労
働

力
不
足
対
応
、
園
芸
、
畜
産
農
家

の
専
門
性
向
上
、
米
の
生
産
調

整
、
転
作
実
行
化
、
農
機
の
過
剰

投
資
抑
制
等
々

　

し
か
し
、
前
記
の
よ
う
に
一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
も
の
の
二
十
五

年
の
歴
史
の
中
に
お
い
て
社
会
情

勢
の
変
化
、
農
業
基
本
法
を
始
め

と
す
る
農
政
の
変
化
も
あ
り
、
当

初
の
ま
ま
で
は
課
題
が
あ
り
、
そ

の
課
題
解
決
の
た
め
検
討
さ
れ

て
、
平
成
十
三
年
十
二
月
そ
れ
ま

で
地
元
Ｊ
Ａ
で
持
っ
て
い
た
農
地

保
有
合
理
化
法
人
を
新
公
社
に
移

す
と
同
時
に
有
限
会
社
「
農
業
生

産
法
人
か
ぬ
ま
」
を
翌
年
一
月
に

設
立
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
財
団
法
人
農
業
公
社

で
は
そ
の
性
格
上
、

・
農
地
流
動
化
上
の
担
い
手
優
遇

　

措
置
が
な
い
。

・
販
売
権
が
な
い
。

・
利
益
の
内
部
留
保
が
で
き
な
い
。

・
条
件
の
不
利
な
受
託
が
多
い
。

等
々
の
こ
と
か
ら
清
算
法
人
を
設

立
し
、
公
社
の
機
能
の
内
実
践
機

能
を
移
し
た
内
容
で
す
。
よ
っ

て
、
鹿
沼
市
農
業
公
社
は
農
業
経

営
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
機
能
と
し
て
、

・
農
地
保
有
合
理
化
産
業

・
農
地
の
一
元
管
理
（
耕
作
放
棄

　

地
対
策
）

・
地
域
営
農
シ
ス
テ
ム
推
進

・
組
織
育
成
支
援
機
能
等
を
受
け

　

持
ち

生
産
法
人
か
ぬ
ま
は
農
業
経
営
実

践
組
織
と
し
て
、

・
農
作
物
の
栽
培
（
受
託
で
は
な

い
）

・
高
収
益
作
物
の
生
産
販
売

・
観
光
農
園
、
直
売
施
設
の
設
置

　

運
営

・
農
畜
産
物
の
加
工
販
売

・
堆
肥
や
育
苗
培
土
の
製
造
販
売

　

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
中
野
市
で
の
取
り
組
み
内
容

は
①
遊
休
農
地
活
用
事
業
②
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
生
産
振
興
事
業
③
農
作

業
支
援
者
紹
介
事
業
④
機
械
作
業

受
託
事
業
⑤
農
作
業
体
験
研
修
事

業
等
で
す
。

　

耕
作
地
の
七
十
㌫
が
水
田
と
い

う
鹿
沼
市
と
は
生
産
基
盤
等
大
き

く
違
っ
て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
と

は
い
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
総
体

的
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
一
つ

は
、
公
社
は
農
業
、
農
家
の
単
な

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
で
は
意
義

は
な
い
、
や
が
て
は
行
き
詰
る
も

の
。
更
に
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

行
政
、
Ｊ
Ａ
、
農
家
組
織
一
体
と

な
っ
た
形
で
な
け
れ
ば
実
践
行
動

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

中
野
市
の
公
社
も
地
に
つ
い
た

意
義
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
期

待
す
る
も
の
で
す
。

　

福
島
県
で
は
、
県
農
業
総
合
セ

ン
タ
ー
果
樹
研
究
所
を
視
察
し
ま

し
た
。
県
全
体
で
は
、
り
ん
ご

農
業
委
員
研
修
視
察

阿
部　

昭
男　

委
員

一
、
五
〇
〇
㌶
、
桃
一
、
五
〇
〇

㌶
、
梨
一
、
二
〇
〇
㌶
他
で
気
候

風
土
が
長
野
県
と
似
か
よ
っ
て
お

り
、
ぶ
ど
う
も
三
〇
〇
㌶
程
栽
培

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

話
の
中
で
は
、
近
年
の
温
暖
化

に
よ
る
新
し
い
病
気
、
新
し
い
害

虫
の
発
生
が
み
ら
れ
る
。
農
薬
は

選
択
性
の
高
い
農
薬
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
対
象
病
虫
に
は
良
く

効
く
が
範
囲
が
狭
い
の
で
防
除
は

多
く
な
る
。
研
究
所
と
し
て
は
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
も
含
め
て
汎

用
性
の
あ
る
農
薬
開
発
の
要
請

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
又
品

種
開
発
も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
お

り
桃
、
り
ん
ご
、
梨
等
中
で
も
、

ぶ
ど
う
で
は
巨
峰
と
高
尾
か
ら
生

ま
れ
た
「
あ
ま
し
ず
く
」
と
い
う

大
粒
種
は
、
八
月
に
収
穫
で
き
る

利
点
が
あ
る
と
の
こ
と
（
県
固
有

種
）
。

　

圃
場
内
で
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の

平
棚
栽
培
も
見
ら
れ
た
。
利
点
は

大
玉
に
な
る　

管
理
作
業
が
楽
。

マ
イ
ナ
ス
点
は
、
収
量
が
自
然
型

の
七
十
㌫
と
落
ち
る
。
収
穫
が
一

斉
と
な
る
等
、
Ｙ
字
形
仕
立
て
と

比
較
検
討
し
て
み
た
い
も
の
だ
。

　

こ
の
他
、
鹿
沼
市
農
業
委
員
会

や
那
須
高
原
の
南
ヶ
丘
牧
場
の
経

営
等
も
研
修
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
は
記
録
的
な
豪
雨
と
な
っ
た

東
北
方
面
で
し
た
が
研
修
視
察
時

に
は
雨
も
な
く
十
分
な
研
修
が
で

き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▲研修視察の様子
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農
業
委
員
会
長
代
理

　
　
　
　
　
　
海
野
　
鐵
治

　

秋
が
深
ま
る
と
、
農
家
も

一
息
つ
き
、
来
年
度
の
計
画

を
、
検
討
す
る
事
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

農
地
に
関
し
て
は
、
農
地

法
第
三
条
・
第
四
条
・
第
五

条
に
つ
い
て
、
昨
年
の
こ
の

号
で
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
事
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
農
業
委
員
・
農
業

委
員
会
事
務
局
に
、
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

当
該
農
地
の
所
在
す
る
農

業
委
員
会
が
、
許
可
権
者
で

あ
り
ま
す
。
各
種
の
届
出
、

許
可
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

許
可
基
準
に
基
づ
い
て
審
査

を
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
、
責
務
を
履

行
し
て
お
り
ま
す
。
臆
す
る

こ
と
な
く
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

な
お
「
農
業
委
員
会
だ
よ

り
」
は
、
今
月
号
か
ら
土
屋

周
治
・
小
林
一
善
・
市
川
志

津
・
海
野
鐵
治
の
各
委
員
が

担
当
し
て
お
り
ま
す
。

編
集

記
後

　

長
野
県
で
始
め
た
「
牛
の
舌

（
し
た
）
草
刈
り
で
郷
耕
（
さ
と

お
こ
）
し
事
業
」
で
、
中
野
市
穴

田
地
区
の
か
つ
て
は
、
田
や
畑

だ
っ
た
遊
休
農
地
に
、
昨
年
九
月

に
大
き
な
牛
二
頭
が
そ
の
地
に
放

牧
さ
れ
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
に
牛
を
放
牧
す
る
こ

と
に
よ
り
、
農
地
の
保
全
、
野
生

獣
害
の
軽
減
や
肉
牛
飼
育
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
遊
休
農

地
に
、
繁
殖
和
牛
を
一
定
期
間
放

牧
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
穴

田
第
二
農
家
組
合
が
事
業
主
体
と

な
り
、
遊
休
農
地
約
四
十
㌃
を
対

象
に
八
月
か
ら
準
備
し
十
月
下
旬

ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

穴
田
地
区
も
年
々
高
齢
化
も
進

み
、
農
作
物
の
価
格
低
迷
、
担
い

手
の
問
題
な
ど
で
遊
休
荒
廃
農
地

も
増
加
の
一
端
を
辿
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
た
ま
た

ま
当
該
事
業
の
話
が
持
ち
上
が

り
、
地
元
で
も
「
い
い
機
会
だ
か

ら
実
施
し
て
み
よ
う
。
」
ま
た
、

「
面
白
そ
う
だ
な
、
試
し
に
や
っ

て
み
よ
う
。
」
な
ど
、
前
向
き
な

意
見
が
出
さ
れ
、
地
主
さ
ん
の
協

力
を
頂
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

放
牧
さ
れ
た
牛
は
、
真
っ
黒
な

和
牛
二
頭
で
、
う
ち
一
頭
は
、
過

去
に
「
牛
に
ひ
か
れ
て
、
善
光

寺
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍
し
た
牛

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

放
牧
し
て
一
カ
月
近
く
し
た

頃
、
牛
の
珍
し
さ
も
あ
っ
て
か
、

近
所
の
親
子
連
れ
が
、
時
々
牛
を

見
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

時
に
は
、
う
す
暗
く
な
っ
た
頃

近
く
を
車
で
通
り
か
か
っ
た
人
が

「
黒
く
て
大
き
い
物
が
草
む
ら
の

中
で
動
い
て
い
る
の
を
見
て
、

び
っ
く
り
し
た
。
」
と
か
で
話
題

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

牛
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
逃
げ

出
さ
な
い
よ
う
に
、
ソ
ー
ラ
ー
式

の
電
気
牧
柵
を
設
け
て
あ
る
。
二

頭
の
牛
も
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る

た
め
、
逃
げ
出
す
よ
う
な
こ
と
は

な
い
の
で
安
心
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
牛
の
水
の
み
場
も
設

け
、
世
話
人
が
毎
日
、
水
の
補
給

と
牛
の
健
康
状
態
を
確
認
を
し
て

い
ま
し
た
。
世
話
人
の
方
も
徐
々

遊
休
荒
廃
地
に

「
牛
の
舌
（
し
た
）
草
刈
」
を
実
施

小
林　

成
雄　

委
員

に
愛
着
も
涌
き
、
引
き
上
げ
る
時

に
は
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

放
牧
か
ら
三
週
間
程
た
っ
た

頃
、
例
年
だ
と
背
丈
ほ
ど
伸
び
て

い
る
草
も
今
年
は
牛
が
食
べ
た

り
、
踏
み
な
ら
し
た
り
で
地
面
が

見
え
、
見
通
し
が
良
く
な
り
、
牛

の
食
欲
に
は
た
だ
た
だ
頭
が
さ
が

る
思
い
で
し
た
。

　

皆
で
「
思
い
の
ほ
か
成
果
が
出

そ
う
だ
な
」
と
絶
賛
し
な
が
ら
、

今
後
の
遊
休
荒
廃
農
地
解
消
と
景

観
保
全
効
果
に
期
待
し
た
い
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
当
該
事
業

に
つ
い
て
も
大
変
有
効
な
一
策
で

も
あ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア

事
業
で
も
あ
り
ま
し
た
。

▲放牧当初

▲放牧後約１カ月

　
放
牧
し
た
牛

▼
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